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市 長 挨 拶

平成 28 年 10 月 10 日に「富谷市」として新たにスタートし、令和 3

年度で市制施行 5 周年を迎えます。この 5 年間の市民の皆様、関係者の

皆様のご指導・ご協力に改めて感謝を申し上げます。

市制施行後の新たなまちづくりのビジョンとして策定しました「富谷

市総合計画・前期基本計画」の計画期間満了に伴い、引き続き、本市の

将来像である「住みたくなるまち日本一」を目指した施策の展開を図る

ため、令和 3 年度から令和 7 年度を計画期間とする「富谷市総合計画・

後期基本計画」を策定いたしました。

この計画は、少子高齢化などの社会情勢の変化に加え、令和２年当初か

ら世界的な感染拡大を見せている「新型コロナウイルス感染症」を踏ま

えた新たな市政運営への転換や2030年を目標とするSDGs（Sustainable 

Development Goals（持続可能な開発目標））とまちづくりとの関連性

などを視点として、前期基本計画に引き続き、重点施策である「第 2 次

富谷市地方創生総合戦略」を包含した構成としています。

引き続き、豊かな自然と住みやすい生活環境との調和を図りながら、

住んで良かった、住んでみたいと感じてもらえるまちづくりを進めてま

いりたいと考えておりますので、皆様のご理解とご協力をお願いいたし

ます。

最後に、計画の策定にあたり、貴重なご意見やご提言をいただきまし

た皆様に心から感謝を申し上げますとともに、今後なお一層のご指導と

ご協力をお願い申し上げます。

令和 3年 8月　富谷市長　若生　裕俊
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本市は、市制施行した平成 28年度に、令和 7年度までを計画期間とする「富谷市総合計画・基本構想」
を策定しました。基本構想の策定と同時に、具体的な施策を掲げた「前期基本計画（平成 28年度～令和
2年度）」を策定し、市制施行後の新たな施策を展開するとともに、市制に伴う権限移譲等による行政需
要の増大に備えるため、行財政改革を実施するなど、持続可能なまちづくりを進めてきました。
また、平成 27年に策定した「富谷市地方創生総合戦略」では、「雇用」、「交流人口の拡大」、「子育て」、「暮
らしやすさの向上」等を柱とした施策を総合計画・前期基本計画における「最重点プロジェクト」として
包含し展開してきました。
この間にも、国、県の政策の動向の変化や世界的な気候変動による自然災害の増加、また、令和 2年当
初から発生した新型コロナウイルス感染症の拡大による新しい生活様式への転換など、本市を取り巻く状
況は大きく変化しています。
これらの時代の変化に対応するとともに、前期基本計画の終期を迎え、新しい視点での施策展開が必要
となっているため、令和 3年度から令和 7年度までのまちづくりの指針となる「後期基本計画」を策定
しました。
なお、基本構想（将来像・基本方針・基本理念）については、計画期間が平成 28年度から令和 7年度
となるため、変更は行わずに推進していきます。

富谷市総合計画・後期基本計画策定の趣旨1

住みたくなるまち日本一
～100年間ひとが増え続けるまち　村から町へ　町から市へ～

富谷市総合計画　基本構想

４つの基本方針の推進で目指す将来像を実現していきます

6つの基本理念から４つのまちづくり基本方針を推進していきます

基本方針-１　
暮らしを自慢できるまち！

基本方針-2　
教育と子育て環境を誇るまち！

基本方針-3　
元気と温かい心で支えるまち！

基本方針-4　
市民の思いを協働でつくるまち！

富谷の新たな魅力づくり
や希望あふれる将来に
向けて、市民も企業も行
政も、垣根を越えて一丸
となって動きます

伝統文化や豊かな自然は
もとより、高齢者や障が
い者、自慢の子どもたち
を守るとともに、市民み
んなの権利を守ります

富谷らしい温かい心で、市民も企業も行政も、
協働によってつながるとともに、健全な財政運
営を次世代へとつなぎます

心身ともに健全な、たくま
しく生きる子どもたちを
育むとともに、市民がと
もに助け合い、支えあう
福祉の精神を育みます

豊富な人材や誇れる豊かな自然、歴史や特産等
独自の地域資源、そして市民の声をまちづくりに
積極的に活かします優れた住環境をはじめ、

宿場町の歴史と伝統や特
産品、緑豊かな環境、そ
して富谷らしい温かな心
をみんなで誇ります

『オールとみや』
市民全員参加で創ろう６万人都市

将
来
像

基
本
方
針

基
本
理
念
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「富谷市総合計画・前期基本計画（平成 28年度～令和 2年度）」において、各基本方針の取組を総括し
ました。

基本方針 -1　暮らしを自慢できるまち！ 【目標指標 16 項目　目標達成指標 11 項目】

働く場の確保や市制施行後のシティブランドの確立を目指した取組のほか、市民アンケートでも満足
度の高い「住環境」や「自然環境」の整備を中心としたまちづくりを図りました。
高屋敷工業団地への企業誘致や富谷市まちづくり産業交流プラザ（TOMI+）の整備・運営による新
たな起業など、働く場の確保に努めています。スイーツによるまちづくりは、本市の特産品であるブルー
ベリーに続く特産品となる、ハチミツ、イチジク、シャインマスカットを生み出し、新たなシティブラ
ンドの確立が図られています。
また、上下水道の安定運営、幹線道路の整備等を図り、公営墓地とパークゴルフ場が一体となる「（仮
称）やすらぎパークとみや」の整備計画が進んでいます。
公共交通では、市民アンケートでも要望の高い「交通利便性の確保」に向け、「公共交通グランドデ
ザイン」を策定し、このグランドデザインを具現化するための基本計画に基づき、各種施策に取り組ん
でいます。
観光では、令和 2年度に、本市で初めてとなる観光交流施設「富谷宿観光交流ステーション」を整備し、
令和 3年度春のオープンに向けて、施設運営などの準備に取り組んでいます。

基本方針 -2　教育と子育て環境を誇るまち！【目標指標 10 項目　目標達成指標 5 項目】

市立幼稚園・小中学校の教育環境整備や生涯学習、スポーツ、文化の推進、子育て支援の充実を図っ
てきました。教育活動においては、全市立幼稚園・小中学校のユネスコスクールへの登録が認められ、
持続可能な開発のための教育（ESD）に取り組んでいます。また、令和元年度には各普通教室へのエア
コン設置、令和 2年度には、小中学校の児童生徒 1人に 1台のタブレット端末配置が完了しています。
また、生涯学習施設として整備検討を進めてきた「富谷市民図書館」は、特産品などを使ったスイー
ツを販売する「スイーツステーション」、屋内型の子どもの遊び場との複合施設を想定した基本方針の
策定を進めています。
子育て支援については、平成 29年 4月に開所した「とみや子育て支援センター（とみここ）」において、
妊娠期から子育て期までの切れ目のない支援を行っているほか、認定こども園の開設、保育士の確保な
どを図り、子育て世代の多い本市において、平成 30年度、令和 2年度の待機児童ゼロを達成しています。

基本方針 -3　元気と温かい心で支えるまち！【目標指標 13 項目　目標達成指標 6 項目】

高齢者・障がい者支援、健康・医療、地域コミュニティ等への取組を行ってきました。
「共に支える地域づくりの推進」として、地域サポーターの育成を図りながら、「ゆとりすとクラブ・
サロン」の増設を行い、地域の交流拠点として「街かどカフェ」を創設しました。また、今後の高齢者
の増加を踏まえ、認知症サポーターの養成に取り組んでいます。
障がい者支援については、差別解消に向けた啓発の推進、家族の精神的負担への支援を行うとともに、
障がい者の働く場の確保に努めました。
また、高齢者や障がい者の外出支援策として、平成 28年度から IC カードを活用した「とみぱす」
を実施し、平成 30年度からはバスや地下鉄を利用することができない重度の障がいや要介護状態の方
を対象としたタクシー利用券への助成を行っています。
なお、令和 2年当初から感染が広まっている新型コロナウイルス感染症対応については、国や県と連
携しながら取り組んでいます。

富谷市総合計画・前期基本計画の取組2
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基本方針 -4　市民の思いを協働でつくるまち！【目標指標 12 項目　目標達成指標 7 項目】

防災・防犯・交通安全では、市民の皆様のご協力のもと、安全・安心なまちづくりに努めました。各
中学校区への防犯カメラの設置や消防団の設備増強を図っています。
男女共同参画では、「富谷市男女共同参画基本計画」を策定し、理念及び推進の必要性を市民に広く

普及啓発し、男女共同参画社会の形成をさらに促進しています。なお、審議会等委員への女性登用率は
50.0%( 令和 2年 4月 1日現在 )と全国的にも高い比率となっています。
地球環境への取組としては、低炭素社会形成に向け、環境省事業「地域連携・低炭素水素技術実証事業」

を受託し、関係各社との連携のもと、実証事業を行っています。なお、本取組は令和元年度に「プラチ
ナ大賞優秀賞」を受賞し、本市は「プラチナシティ」の認定を受けています。なお、令和 2年度には「ゼ
ロカーボンシティ」宣言を行い、脱炭素社会形成に向けた取組を進めています。
持続可能な財政運営に向けて、行政改革を実施しました。人材育成をはじめ、市民協働、歳出抑制や

歳入確保などを行い、財政調整基金の増加、市債の抑制を図っています。

富谷市総合計画・前期基本計画の策定から 5年が経過し、この間にも社会情勢の著しい変化や世界的な
目標が定められています。これらを的確に捉え、後期基本計画では課題を解決すべく、各施策を推進して
いきます。

❶少子高齢化社会の進行

少子高齢化の波は、本市にも押し寄せており、今後一層高齢者の人口比率が増加していくものと予測
されています。こうした背景から、高齢者福祉の充実や生きがいづくりなど、高齢化社会への対応はも
とより、将来に渡って安定的に生産年齢人口を維持するため、女性が安心して結婚・出産・子育て・仕
事ができる環境の整備や、より多くの若い世代に暮らしの場として選択してもらうための働く場の確保
などの施策をさらに進めていくことが必要になります。

❷市民生活の安全・安心の確保

未曾有の災害となった東日本大震災や近年の異常気象による水害を教訓として、国土強靭化地域計画
や地域防災計画と連動した、より一層の防災・減災体制の強化が求められているとともに、防犯や交通
安全、食の安全等をはじめとする日常生活の安全性や安心感が確保された環境の創出も求められていま
す。

❸地球環境問題の深刻化

地球温暖化をはじめとする地球環境問題が深刻化しつつあります。一人ひとりが自らの生活に身近な
問題として捉えた取組を進めなければなりません。
地球環境問題に対応する低炭素社会の構築に向けた取組と、身近な生活空間の衛生環境を向上する取

組を進め、市民の満足度が高い、美しく潤いある環境を継続して維持することが求められています。

❹価値観やライフスタイルの多様化

国際化や情報化の進展、経済情勢の変化等を受けて、近年、価値観やライフスタイルが多様化し、物
質的な豊かさだけではなく、心の豊かさが重視されています。
それぞれの世代や立場の方々のニーズに応えていくため、文化・芸術・スポーツ等への参加機会の拡

市の現状と将来3

はじめに

5

富谷市総合計画　後期基本計画

は
じ
め
に

充や、多様な市民活動への協力・支援、様々なライフスタイルに対応した住宅・住環境整備等が求めら
れています。

❺まちづくりへの市民参加と協働の進展

効率的で効果的な行政サービスが求められている一方で、行政との共通理解と信頼関係を築きながら、
市民の主体的な参加と多様な主体による連携・協力によって実現される協働のまちづくりが重要視され
ています。

❻子どもにやさしいまちづくりの推進

本市は、平成 30年 11月に「子どもにやさしいまちづくり宣言」を行い、（公財）日本ユニセフ協会
と連携して、「子どもにやさしい」ことは「誰にでも優しい」という考えのもと、子どもにやさしいま
ちづくりの推進を行ってきました。
令和 3年 4月からは、CFC（※）実践自治体として、引き続き子どもにやさしいまちづくりを推進
するとともに、子どもにやさしいまちづくりの先進自治体として本取組を全国に発信していきます。
※CFC…Child Friendly Cities & Communities の略で “子どもにやさしいまち ”

❼ウィズコロナ、アフターコロナにおける新しい生活様式

2020 年（令和 2年）早々に発生した新型コロナウイルス感染症の拡大は、市民の生活を一変させて
います。今後も国や県との連携のもとで、安全安心の確保、各種セミナーやイベントの実施のあり方や、
日常生活での感染症対策など、新しい生活様式への転換が求められています。
また、行政運営においては、新しい生活様式への転換を想定した、行政サービスのデジタル化などを
進めていく必要があります。

基本構想において、総人口は令和 2年に 53,900 人になると想定しておりましたが、令和 2年 12月
末現在の住民基本台帳人口は、52,431人となり、人口の増加傾向は緩やかになっています。しかしながら、
新たな住宅地の開発や、各種施策の展開によって令和 7年時点での人口 55,000 人の目標人口達成は可
能と考え、人口フレームの改定は行わず、令和 7年度での人口 55,000 人到達を目標に各種施策の展開
を進めてまいります。

人口フレーム「目標人口」4
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2015 年に国際連合で採択された SDGs（持続可能な開発目標）は、2030 年を目標年度とした、「誰
一人取り残さない」持続可能な世界を実現するための 17 のゴール、169のターゲットで構成された、日
本を含めた世界共通の目標です。
SDGs では、経済、社会、環境のバランスの取れた持続可能な開発を目指しています。下図の「ウェディ

ングケーキモデル」は、17のゴールを「経済」、「社会」、「環境」の 3層に分類し、可視化したものです。
土台には人々が暮らす「環境」があり、その上に社会活動が成り立っています。「社会」活動が健全であれば、
経済活動も活発化していくということが示されています。

本市が基本構想に掲げた将来像「住みたくなるまち日本一」や 4つの基本方針は、市民や事業者、行政
などの関係者が共に６つの基本理念に基づき、まちづくりに取り組むことによって実現される目標であり、
これらの取組こそが、SDGs 達成に向けた取組に貢献するものと考えています。
なお、後期基本計画では、施策分野ごとに関連する SDGs のゴールを記載しています。

また、SDGs では、「経済」、「社会」、「環境」の 3側面において、「都市部、都市周辺部、農村
部との良好なつながり」を重視しています。本市は、49.18㎢というコンパクトな市域の中に、
古くからの田園地帯や森林が広がる地域がある一方で、南部には新興住宅地や商業地が広がって
います。「まちづくりアンケート」の結果では、市民が住み続けたい理由として「住環境の良さ」、「自
然環境の良さ」が上位となっていることからも、残された田園風景や自然と都市部の調和のとれ
たまちづくりが重要となるため、田園都市構想に向けた検討を進め、社会生活と自然の調和が図
れるまちを目指してまいります。

SDGs（持続可能な開発目標）の推進5

【掲載例】

参考：Stockholm Resilience Centre
https://www.stockholmresilience.org/research/research-news/
2016-06-14-how-food-connects-all-the-sdgs.html

図：SDGs ウェディングケーキモデル

はじめに
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基本方針

１
基本方針

2
基本方針

3
基本方針

4
目標 1
あらゆる場所あらゆる形態の貧困を終わらせる

目標 2
飢餓を終わらせ、食料安全保障及び栄養の改善を実現し、持続可能
な農業を促進する
目標 3
あらゆる年齢のすべての人々の健康的な生活を確保し、福祉を促進
する
目標 4
すべての人に包摂的かつ公正な質の高い教育を確保し、生涯学習の
機会を促進する
目標 5
ジェンダー平等を達成し、すべての女性及び女児のエンパワーメン
トを行う

目標 6
すべての人々の水と衛生の利用可能性と持続可能な管理を確保する

目標 7
すべての人々の、安価かつ信頼できる持続可能な近代的なエネル
ギーへのアクセスを確保する
目標 8
包摂的かつ持続可能な経済成長及びすべての人々の完全かつ生産的な雇用
と働きがいのある人間らしい雇用（ディーセント・ワーク）を促進する
目標 9
強靭（レジリエント）なインフラ構築、包摂的かつ持続可能な産業
化の促進及びイノベーションの推進を図る

目標 10
国内及び各国家間の不平等を是正する

目標 11
包摂的で安全かつ強靭（レジリエント）で持続可能な都市及び人間
居住を実現する

目標 12
持続可能な消費生産形態を確保する

目標 13
気候変動及びその影響を軽減するための緊急対策を講じる

目標 14
持続可能な開発のために、海洋・海洋資源を保全し、持続可能な形
で利用する
目標 15
陸域生態系の保護、回復、持続可能な利用の推進、持続可能な森林の経営、砂漠
化への対処ならびに土地の劣化の阻止・回復及び生物多様性の損失を阻止する
目標 16
持続可能な開発のための平和で包摂的な社会を促進し、すべての人々に司法へのアクセ
スを提供し、あらゆるレベルにおいて効果的で説明責任のある包摂的な制度を構築する
目標 17
持続可能な開発のための実施手段を強化し、グローバル・パートナー
シップを活性化する

解説参照／外務省国際協力局編集・発行「持続可能な開発目標（SDGs）と日本の取組」
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富谷市総合計画は、基本構想、基本計画及び実施計画から構成されています。

基本構想

基本計画

実施計画

期間：【10年間】平成 28年度～令和 7年度（2016年〜 2025年）

期間：【前期 5年間】平成 28年度～令和 2年度（2016年〜 2020年）
期間：【後期 5年間】令和 3年度～令和 7年度（2021年〜 2025年）

期間：毎年度策定

　市のまちづくりの将来像を示し、その実現に向けた基本方針などを定めたもので、実現に向けた取り組
みの方向性を指し示す基本計画の指針となるものです。
　長期的な視点に立ったまちづくりを進めていく必要性から、計画期間は 10年間としています。

　基本構想に掲げる「市の将来像」を実現するための施策体系や施策の展開方針、施策達成目標などを定
めたもので、個別具体の事業を示す実施計画の指針となるものです。
　計画期間は、中期的な観点から達成度を検証し、計画の見直しを含めて基本構想の実現を目指していく
ものとして、前期計画 5年間、後期計画 5年間としています。

　実施計画は、財政計画との整合性を図りながら、基本計画で示した施策の目的を達成するために必要な
事業を具体的に示すものです。
　計画の期間は 3年とし、毎年、社会経済情勢の変化及び財政状況を勘案しながらローリング方式※によ
り策定します。

※ローリング方式
　計画の練り直しや見直しのことで、計画の実施過程において、計画と実績との間に食い違いが生じていないかどうかを毎
年チェックし、違いがある場合は実績に合わせて計画の再編を行い、目標の達成を図る方式のことです。

将来
都市像

各分野の現況・課題
施策の方針および内容

各年度における具体的な事業

将来
人口像

施策
の大綱

基本構想

基本計画

実施計画

基本構想（10年間）

基本計画（前期 5ヵ年）

実施計画（3年間）

実施計画（3年間）

実施計画（3年間）

3年計画でローリング

基本計画（後期 5ヵ年）

はじめに

第2 総合計画の構成と期間

はじめに
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富谷市総合計画の中に、重点施策として「富谷市地方創生総合戦略」を位置づけ、人口増加に向けた着
実な発展を目指します。

富谷市地方創生総合戦略との関係

■富谷市総合計画基本構想
人口増加の将来目標の達成を視野に入れた、10年後の本市が目指す将来
像を描き、将来像実現に向けたまちづくりの目標とまちづくりの方針を明確
にし、市民と理念を共有しながら、まちづくりを実施していきます。

■富谷市総合計画後期基本計画
　（計画期間：令和 3年度～令和 7年度）

■第 2次富谷市地方創生総合戦略
　（計画期間：令和 3年度～令和 7年度）

基本構想が目指すまちづくりの方針の具現化に向け、富谷市地
方創生総合戦略を含めた、具体的な施策を定め、計画に沿って着
実に実施していきます。

「まち・ひと・しごと創生法」の趣旨に即し、後期基
本計画の中でも特に即効性のある効果的な事業を抽出
し、明確な達成目標を定めながら、重点的・戦略的に
実施するものです。

富谷市地方創生総合戦略の基本目標

【基本目標１】　地域の魅力を活かした雇用の場の創出
【基本目標２】　�とみやシティブランドの創出・発信に

よる交流人口の拡大
【基本目標３】　まちの未来を育てる環境の充実
【基本目標４】　�すべての世代が安心して暮らすことが

できる魅力的なまちの創造



後 期 基 本 計 画
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富谷市総合計画・後期基本計画体系一覧
★は最重点プロジェクト

第１編　暮らしを自慢できるまち！
第１章　富谷で働くことにやりがいを実感できるまちを創ります

1-1　
多様な労働機会に恵まれた市民の希望が活
きるまちづくり（商工業・雇用）

★①企業誘致の実現による新規雇用の創出
　②就業環境の整備推進
　③シルバー人材センターの充実強化
　④商工業者支援に向けた組織体制の強化

1-2
起業へのチャレンジ精神を活かし支えるま
ちづくり（起業支援）

★①�起業・創業にチャレンジしやすいサポート体制の
整備

第２章　“とみやシティブランド ”で自慢したくなるまちを創ります

2-1
新たな誇りを育む特産づくり（農業）

　①ブルーベリーの生産拡大とブランド力の強化
　②新たな特産品の開発促進
　③地産地消の推進
　④農産物の付加価値化
　⑤農業の担い手の育成支援

2-2
未来につなぐ “面影 “ づくり（商業・観光）

★①富谷宿観光交流ステーションの充実
　②しんまち地区の街並景観保全と活性化
　③歴史や観光資源を活用した魅力の発信

2-3
“ とみやシティブランド ”の全国発信にみん
なで動くまちづくり（観光・地域振興）

　①とみやスイーツフェアの充実
★②スイーツステーションの整備検討
　③とみやシティブランドの確立

第 3章　安全で自由に移動できる便利なまちを創ります

3-1
あらゆる立場・世代の方々でも安全で自由
に動けるまちづくり（公共交通）

　①都市・地域総合交通戦略の推進
★②基幹公共交通システムの整備促進
　③泉中央駅への乗り継ぎ運行
　④市民バスの充実
　⑤デマンド型交通の実証運行

3-2
日常の利便性を安全で快適な道路でつなぐ
まちづくり（道路）

　①広域幹線道路ネットワークの充実
　②市内幹線道路ネットワークの整備推進
　③人や環境に配慮した道づくりの推進
　④道路等の適切な維持管理の推進

第４章　住み心地の良さを実感できる豊かなまちを創ります

4-1
豊かな自然を守りバランスの取れたまちづ
くり（土地利用）

　①安全で安心な土地利用の推進
　②良好な景観の形成
　③西部地域の土地利用の方向性
　④東部地域の土地利用の方向性

4-2
住み心地の良さを感じる居住環境を誇れる
まちづくり（住宅・公園・上下水道）

　①利便性の高い良質な住宅地の供給
　②快適で魅力的な居住環境の形成
　③公園機能の充実と適切な維持管理
　④協働による公共インフラの維持管理の推進
　⑤安全で安心な上水道の安定供給
　⑥衛生的で環境負荷の少ない排水処理
★⑦公営墓地の整備・運営

4-3
緑豊かな自然環境を守り次世代に継承する
まちづくり（自然環境・公園）

　①自然環境の適切な保全と活用
　②市民との協働による自然環境の保全と継承
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第２編　教育と子育て環境を誇るまち！
第１章　創造性豊かな教育環境のまちを創ります

1-1
豊かな心と健やかな身体を育む教育環境
づくり（教育・青少年健全育成）

★①豊かな心の育成
②健やかな身体の育成
③地域ぐるみで子どもを守り育てる環境整備
④総合的な教育推進体制の構築

1-2
国際化・多様化に子どもたちをつなぐ教
育環境づくり（教育・国際交流）

①国際理解教育の推進
②自ら学ぶ力と確かな学力を育む教育の推進
③社会につながる力を育む教育の推進
④幼児教育の充実
⑤安心して学べる教育環境整備

第２章　あらゆる世代が生きがいを感じて暮らせるまちを創ります

2-1
生涯にわたって創造性や個性が活きるま
ちづくり（生涯学習）

★①生涯学習活動拠点の整備
②生涯学習の総合的な推進体制の強化・充実
③生涯学習の多様な学習機会の提供
④生涯学習の成果還元の場づくり

2-2
躍動感あふれる動きに満ちたまちづくり
（スポーツ・レクリエーション）

★①七ツ森ハーフマラソン大会の開催　
②スポーツ活動を促す機会の提供・支援
③競技スポーツと指導体制の充実
④生涯スポーツを支える体制の整備・充実

第 3章　伝統と文化を誇れるまちを創ります
3-1
伝統文化を未来につなぐまちづくり
（芸術・文化）

①宿場町の伝統文化継承の取組
②文化財の周知及び活用
③新たな芸術・文化活動の促進
④�芸術・文化活動の場の充実・強化

第４章　地域で子育てを支えるまちを創ります

4-1
“ とみやっ子 ”をみんなで育む環境づくり
（子育て支援）

★①待機児童ゼロの継続
②保育サービスの充実
③とみや子育て支援センターの充実　

★④親子で集える場の整備・充実
⑤子どもたちの安全で安心な居場所づくり　
⑥子育て世代の経済的負担の軽減
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第３編　元気と温かい心で支えるまち！
第１章　あらゆる世代が元気に暮らす健康自慢のまちを創ります

1-1
活き活きとした “ おっぴさん ” を誇る笑
顔あふれるまちづくり（高齢者支援）

　①介護予防の推進
　②安心できる在宅生活のための環境整備の推進
★③共に支える地域づくりの推進　
　④介護保険事業の推進

1-2　
子どもから高齢者まであらゆる世代の元気
を育むまちづくり（健康・保健）

　①主体的な健康づくりに取り組む環境づくり
　②健康づくりの推進
　③若い世代や子育て中の親の健康意識の向上　

1-3
安心な医療サービスで市民を守るまちづ
くり（医療）

　①地域医療・救急医療体制の充実
　②国民健康保険制度の適切な運営

第２章　高齢者も障がい者も安心して暮らせるまちを創ります

2-1
障がい者も自立して地域とともにつなが
るまちづくり（障がい者支援）

★①障がいのある方の働く場の確保
　②ニーズに応じた障がい者福祉の充実 
　③障がい者差別解消の推進
　④家族の精神的負担の軽減

2-2
高齢者や障がい者の安全安心な移動を守
るまちづくり（障がい者・高齢者支援）

　①�高齢者・障がい者外出支援乗車証「とみぱす」の円
滑な運営

　②交通弱者対策の推進
第 3章　身近なコミュニティがみんなの支えになるまちを創ります

3-1
三世代がつながり支えあうまちづくり
（家族コミュニティ）

　①三世代が同居・近居できる環境整備の推進
　②待機児童ゼロなどの子育てをしやすい環境づくり
　③高齢者が安心して暮らせる環境づくり
　④雇用の場の創出

3-2　
市民がみんなで支え守るまちづくり（地
域コミュニティ）

　①共に支える地域づくりの推進（再掲）
　②地域福祉ネットワークづくりの推進

3-3
相互扶助の心で地域活動を育むまちづく
り（地域活動）

　①地域の人材の育成と活用
　②相談事業の推進
　③援助体制の強化　

15

富谷市総合計画　後期基本計画

後
期
基
本
計
画

第４編　市民の思いを協働でつくるまち！
第１章　日常生活が安心で包まれたまちを創ります

1-1
不測の事態でも安心をつなぐまちづくり
（防災・救急・消防）

　①地域コミュニティによる自主防災組織の育成推進
　②減災に向けた取組強化
　③耐震構造化への取組強化
　④消防力の強化

1-2
安心な暮らしをみんなで守るまちづくり
（防犯・交通安全・消費生活）

　①防犯体制の確立と環境整備
　②地域ぐるみの交通安全運動の展開
　③交通危険箇所の改善措置
　④消費生活保護の充実強化

1-3
多様な立場や考え方を尊重し市民をつな
ぐまちづくり　（人権尊重・男女共同）

　①人権教育の推進と人権相談体制の充実
　②異なる文化や生活習慣を持つ人達との交流の推進
　③市民の交流と融合の推進
　④男女共同参画の推進

第２章　持続可能な都市環境がブランドになるまちを創ります

2-1
資源循環をシティブランドとして誇る 4R
のまちづくり（環境衛生）

　①ごみ処理の適正化
　②ごみの排出抑制と再資源化 
　③環境美化の推進
　④空き家対策の推進

2-2　
地球環境への貢献につなぐエネルギー地
産地消のまちづくり（省エネ・自然エネ）

★①脱炭素社会形成に向けた取組
　②公害発生防止に向けた取組
　③エネルギー地産地消を目指した取組の検討

第 3章　健全なまちづくりに向けてみんなが協働するまちを創ります

3-1
市政運営にみんなの知恵と力を活かすま
ちづくり（市民参加・協働）

　①広報や広聴機能の充実
　②計画づくりへの市民参加の推進
　③多様な主体による協働の推進
　④地域コミュニティ活動の活性化への支援
　⑤公益的な活動への支援の充実

3-2
未来に不安のない健全経営でつなぐまち
づくり（行財政経営）

　①歳入安定化の推進
★②健全な行財政経営の推進
　③情報公開の推進
　④行政事務のデジタル化の推進
　⑤行財政改革の推進
　⑥職員の育成と組織体制の整備
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暮らしを自慢できるまち！

起業創業 ･ まちづくり塾 " 富谷塾 " の塾生による「十宮夜市」
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富谷市総合計画　後期基本計画

富谷で働くことにやりがいを
実感できるまちを創ります

“とみやシティブランド”で
自慢したくなるまちを創ります

安全で自由に移動できる
便利なまちを創ります

住み心地の良さを実感できる
豊かなまちを創ります

1-1　商工業・雇用
多様な労働機会に恵まれた市民の希望が活きるまちづくり

1-2　起業支援
起業へのチャレンジ精神を活かし支えるまちづくり

2-1　農業
新たな誇りを育む特産づくり

2-2　商業・観光
未来につなぐ“面影”づくり

2-3　観光・地域振興
“とみやシティブランド”の全国発信にみんなで動くまちづくり

3-1　公共交通
あらゆる立場・世代の方々でも安全で自由に動けるまちづくり

3-2　道路
日常の利便性を安全で快適な道路でつなぐまちづくり

4-1　土地利用
豊かな自然を守りバランスの取れたまちづくり

4-2　住宅・公園・上下水道
住み心地の良さを感じる居住環境を誇れるまちづくり

4-3　自然環境・公園
緑豊かな自然環境を守り次世代に継承するまちづくり

第１章

第2章

第3章

第4章

第１編
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後
期
基
本
計
画

第
1
編

第１章
富谷で働くことにやりがいを
実感できるまちを創ります

●富谷市まちづくり産業交流プラザを拠点として、富谷塾を通した起業支援と IT ベンチャー企業の誘
致等による新たな雇用と創造に努めています。

●商店数は、平成 26 年と比較して平成 28 年には増加しており、従業者数も増加しています。
●くろかわ商工会富谷事務所を核として、市内企業に対する支援活動や市内企業の交流活動などへの

支援が行われています。
●工業の事業所数は、平成 28 年に増加し、従業員数も大幅に増加しています。
●成田南地区工業用地や高屋敷西工業用地等の市街化区域への編入により、さらなる事業所の増加が

見込まれています。
●仙台北部道路の全線開通に伴い、仙台都市圏の工業生産拠点としてのさらなる発展が期待されてい

ます。
●富谷市シルバー人材センターでは就業機会の提供のみならず、創意工夫による独自事業も展開して

います。
●新しい生活様式に沿ったテレワーク等を含む多様な働き方の提供が求められています。

第１編

商工業・雇用1-1

現況と課題

多様な労働機会に恵まれた市民の希望が活きるまちづくり

施策目標

●多様な企業の誘致を推進し、雇用機会の拡大、就業環境の整備を図ります。

施策方針

19

富谷市総合計画　後期基本計画

後
期
基
本
計
画

第
1
編

企業誘致の実現による新規雇用の創出　1 最重点プロジェクト

●本市の立地環境や企業立地促進奨励金などの支援制度を積極的に PR し、大学や企業、国や県等に
働きかけながら、高屋敷西工業用地等への多様な企業の誘致活動を進め、市民の雇用機会の拡大
を図ります。

●成田二期北工業用地については、県と連携しながら、積極的な誘致活動を展開し、企業立地の早
期実現を目指します。

●企業の進出意向を確認しながら、新たな受け皿となる新規工業用地の整備について検討します。
●富谷市まちづくり産業交流プラザ（以下「とみぷら」）の運営において、IT ベンチャー企業の誘致

を推進させるため、県内外におけるマッチングイベントを活用していきます。

就業環境の整備推進2 　　　

●インターンシップ制度受け入れ企業の推進を図り、新卒の市内就職希望者や転入希望者等が、労
働環境や労働条件等に不安なく就職・転職できるための環境整備とともに、移住・定住に向けた
支援を行います。

●企業経営者に積極的に働きかけ、女性の正規雇用枠の拡大を図るとともに、子育て中の女性が、
無理なく仕事と子育てを安心して実現できる環境整備を推進します。

●ハローワーク等と連携し、求人情報を効果的に提供し、雇用相談等に的確に対応します。
●新しい生活様式に沿った、時間や場所にとらわれないテレワーク等の環境整備と利用促進を進め

ます。

シルバー人材センターの充実強化3
●高齢者の生きがいづくりや健康増進、安定収入の確保による元気な社会の構築に向けて、高齢者

世代の軽労働やボランティア活動の促進を図る方策のひとつとして、富谷市シルバー人材センター
の機能・設備の充実強化を支援します。

商工業者支援に向けた組織体制の強化4
●市内中小商工業者の育成、経営改善等の指導の役割を担う、くろかわ商工会の充実に向けた支援

を行います。
●企業誘致や雇用促進への取組に向けた庁内組織体制の充実強化を推進します。
●ビジネス交流会を開催し、市内事業者のネットワーク強化、異業種間のビジネスマッチング促進

を図ります。

施策内容

成果目標

指　　標
成果目標

基準値（令和元年度） 目標値（令和 7年度）
新規誘致・操業企業数 － 5社（累計）

新規雇用者数 － 250人（累計）

新規雇用者数のうちの女性雇用率 － 50％（累計）

1-1  商工業・雇用
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富谷で働くことにやりがいを実感できるまちを創ります第１章

後
期
基
本
計
画

第
1
編

●住民アンケートの結果では、多くの世代が継続的な居住意思を持っていますが、10 代後半から 20
代前半までの若い世代が市外に転出している傾向が続いています。

●富谷市まちづくり産業交流プラザでは、富谷塾を通した起業支援を行い、本市での起業・創業にチャ
レンジできるサポート体制を構築しています。

起業支援1-2

現況と課題

起業へのチャレンジ精神を活かし支えるまちづくり

施策目標

●起業・創業にチャレンジできるサポート体制を整備します。

施策方針

富谷市まちづくり産業交流プラザ（TOMI+：とみぷら）

第１編
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後
期
基
本
計
画

第
1
編

1-2  起業支援

起業・創業にチャレンジしやすいサポート体制の整備1 最重点プロジェクト

●起業家支援及び産業創造の拠点である「とみぷら」に専任のコンシェルジュを配置し、富谷塾を
通して起業機運を醸成しながら、ハンズオン（伴走型）支援を行います。

●新規の起業や創業について、くろかわ商工会や市内金融機関、大学などの研究機関と連携を強化
しながら、多面的かつ系統的な支援を行います。

●市独自の支援策に加え、市内金融機関と連携しながら、中小企業振興資金等の利用しやすい体制
を構築し、起業・創業への支援を行います。

施策内容

成果目標

指　　標
成果目標

基準値（令和元年度） 目標値（令和 7年度）
市の支援による起業・創業の実現 － 25社（累計）

富谷塾は塾生同士の「出会い」と「学び合い」のコミュニティ
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後
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基
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第
1
編

●都市化の進展と産業構造の変化に伴い、農業の担い手の高齢化と後継者不足が深刻化しており、農
家戸数が減少しています。

●本市の基幹農業である水田農業は、担い手の確保・育成、集積・集約化等を推進し、適切に維持し
ていくことが求められています。

●本市を代表する特産品のブルーベリーは、生産量の拡大による、さらなるブランド化が期待されて
います。

●ブルーベリーに続く特産品の生産・流通の拡大が期待されています。
●新たな特産品開発を目指した富谷茶の産地復活が期待されています。
●農業に対するレクリエーションニーズが高まっており、新たなニーズに対応する施策の展開が求め

られています。
●農作物の安全性など、減農薬や減化学肥料等の環境に配慮した、安心な「食」への要望が高まって

います。
●地場産品のさらなる販路の拡大に向けた取組が期待されています。

農業2-1

現況と課題

新たな誇りを育む特産づくり

施策目標

●ブルーベリーの生産拡大とともに、新たな特産品の開発を推進します。
●農業生産者に対するきめ細かい支援策の強化を推進します。

施策方針

第２章
“とみやシティブランド”で
自慢したくなるまちを創ります

第１編
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後
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第
1
編

ブルーベリーの生産拡大とブランド力の強化1
●ブルーベリー生産者の協力のもと、各種のブルーベリーに関連した事業等の展開により、新規栽

培者の創出を図り、ブルーベリーの生産拡大を推進します。
● 2016 年に開催された G7 伊勢志摩サミットで、各国首脳に振舞われた「ブルーベリージュース」

をはじめとした、ブルーベリー商品のブランド力強化に努め、ふるさと納税の返礼品や各種イベ
ントでの活用等、積極的なプロモーションを行い、富谷産ブルーベリーの全国展開を推進します。

新たな特産品の開発促進2 　　　

●地域の農家や企業等との連携により、ブルーベリーに続く新たな特産品の開発を行います。
●新たな特産品に関しては、栽培技術の向上と生産規模の拡大に取り組み、産地育成に向けた活動

支援の充実を図っていきます。
●新たな果樹や富谷茶、蜂蜜等の特産品に関しては、栽培技術の向上と生産規模の拡大に取り組み、

産地育成に向けた活動支援の充実を図っていきます。
●特産品を活用した「とみやスイーツ」の開発を促進し、全国への情報発信等、ブランドとしての

価値を高めていきます。

地産地消の推進3
●本市で生産された農産物を本市で消費することを推進し、農家との連携により、学校給食や飲食

店での地元農産物の活用ネットワークを広げるとともに、市内での直売スペースの確保や販売方
法の拡充に努めるなど、地産地消の取組を積極的に進めていきます。

農産物の付加価値化4
●新たな農産品や付加価値の高い加工品の開発の支援に取り組み、特産品の販売ルートの開拓や直

売の実施、各種物産展への積極的な参加等を通じて 6 次産業化を促進していきます。
●農業を通じた余暇活動等、都市住民のニーズに対応したレクリエーション農園の拡充に取り組み

ます。
●食育の重要性や食の安全に対する意識の高まりを受け、低農薬や減化学肥料栽培、有機栽培等の

付加価値の高い農産物づくりを促進していきます。
●農業用施設の適正な維持管理を行い、優良農地の保全と有効活用に努めるとともに、近年被害が

拡大している有害鳥獣への対策を強化します。

農業の担い手の育成支援5
●農業の後継者不足の解決に向け、担い手となる認定農業者及び新規就農者の育成・確保に努める

とともに、関係機関との連携により、法人化等の組織の育成を推進していきます。
●小規模農地の経営等、農業生産者が抱える多様な課題の解決に向けた、きめ細かな相談対応を充

実させていきます。
●担い手の経営農地を面的に集積・集約し、農作業の効率化を図ります。

施策内容

成果目標

指　　標
成果目標

基準値（令和元年度） 目標値（令和 7年度）
新たな特産品開発数 － 2品（累計）

2-1  農業
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“とみやシティブランド”で自慢したくなるまちを創ります第２章

●しんまち地区は、かつて奥州街道の宿場町として栄え、その面影を残す歴史的な街並みや、歴史・
文化資源が多く残され、本市の商業をはじめとする産業の発展を支えてきました。

● 2020 年には、しんまち地区の賑わいの創出、文化の伝承及び観光の拠点として、富谷宿観光交流
ステーションを整備しました。

●市民同士が交流できる市民参加のまつりやイベントを開催していくことに期待が寄せられています。

商業・観光2-2

現況と課題

未来につなぐ“面影”づくり

施策目標

●商店街の活性化や観光振興に向け、しんまち地区の活性化を推進します。
●�富谷の歴史・文化資源や物産・イベントなどを活かした、地域の魅力づくりを推
進します。

施策方針

富谷宿観光交流ステーション（とみやど）

第１編
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2-2  商業・観光

富谷宿観光交流ステーションの充実1 最重点プロジェクト

●しんまち地区の旧醤油屋跡地をリノベーションした「富谷宿観光交流ステーション（とみやど）」
を新たな観光拠点として、本市の魅力を発信し、交流人口の拡大を図ります。また、「富谷市まち
づくり産業交流プラザ（TOMI+）」との連携による起業・創業へのチャレンジの場として活用し
ていきます。

しんまち地区の街並景観保全と活性化2 　　　

●しんまち地区の住民と企業、行政とが連携し、歴史を感じさせる街並の保全に取り組むとともに、
歴史・文化資源を活用しながら、しんまち地区の活性化を関係団体と連携して進めます。

歴史や観光資源を活用した魅力の発信3
●街道まつりなどのオリジナルのまつりやイベントを活かし、本市の魅力を広く発信していきます。
●しんまち地区の街並みや有形・無形の文化財などの歴史・文化資源や豊かな地域人材を活用した

市内の観光パンフレットなどを作成し、広く発信していきます。

施策内容

成果目標

指　　標
成果目標

基準値（令和元年度） 目標値（令和 7年度）
富谷宿観光交流ステーションへの来場者数 － 年間 10万人

奥州街道富谷宿の名残りを残す「しんまち通り」
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“とみやシティブランド”で自慢したくなるまちを創ります第２章

●市制施行から 5 年が経過し、「富谷市」としてのシティブランドの確立が求められています。
●ブルーベリーなどの特産品を生かした「とみやスイーツ」は、本市のブランドイメージを高めてい

ます。
●イベントの開催などによる交流人口の増加を図り、賑いと活力のある地域を形成していくことが期

待されています。
●特産品をはじめ、歴史や伝統、地域活動、街なみなど、本市の総合力を活かしたブランドイメージ

の強化が求められます。
●定期的なイベントなどの開催による交流人口の拡大のほか、日常的に地域に開かれた施設として、

富谷宿観光交流ステーションが整備されました。

観光・地域振興2-3

現況と課題

“とみやシティブランド”の全国発信にみんなで動くまちづくり

施策目標

●�「スイーツのまち」をシティブランドとして確立し、富谷の魅力を発信していきます。
●「とみやシティブランド」を確立し、発信していきます。

施策方針

第１編
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2-3  観光・地域振興

とみやスイーツフェアの充実1
●本市の特産品を活かしたスイーツを核としたまちづくりを積極的に進め、「スイーツのまち」とし

てのシティブランド化に向けた取組を推進します。
●これまでの「とみやブルーベリースイーツフェア」に加え、特産品であるシャインマスカット、

はちみつ、イチジク、ブルーベリーを使用した「秋のとみやスイーツフェア」を開催し、「スイー
ツのまち」として新たなステージにステップアップします。

スイーツステーションの整備検討2
●交流人口の拡大による地域活性化を図りながら、観光客や市民がスイーツを核とした豊かな時間

や体験を継続的に享受できる拠点となるスイーツステーションについて、相乗効果が図られる富
谷市民図書館、児童屋内遊戯施設との複合化による整備を検討していきます。

とみやシティブランドの確立3
●「スイーツのまち」としてのシティブランドを確立していくほか、新たな特産品づくり、富谷宿観

光交流ステーションを核とした歴史と伝統の面影を残す「宿場町富谷」、子育てや教育・生活環境、
協働のまちづくり活動など、本市の魅力を「とみやシティブランド」として確立し、全国に発信
していく活動を強化していきます。

施策内容

成果目標

指　　標
成果目標

基準値（令和 2年度） 目標値（令和 7年度）
市内の観光に対する満足度 11.5％ 20.0％

※企画政策課「市民アンケート」

最重点プロジェクト

市の特産品を生かした「とみやブルーベリースイーツフェア」
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●市民アンケートでは、「公共交通の利便性向上が重要」と答える市民の声が多くなっています。
●市民の生活実態を踏まえた、全体的な公共交通のあり方を検討する必要があります。
●平成 14 年に交通空白地域の解消などを目指して運行を開始した市民バスは、現在５路線で運行し

ています。
●市民バスの無料乗車証は、段階的に対象要件を拡大し、利便性の向上に努めています。
●市民のニーズにあった、さらに利便性の高い市民バスの運行に期待が寄せられています。

公共交通3-1

現況と課題

あらゆる立場・世代の方々でも安全で自由に動けるまちづくり

施策目標

●生活圏域の実態を踏まえた公共交通のあり方について検討していきます。
●�市民ニーズに対応した、利便性の高い市民バスや交通空白地域でのデマンド型運
行を進めます。

施策方針

第３章
安全で自由に移動できる
便利なまちを創ります

第１編
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3-1  公共交通

都市・地域総合交通戦略の推進1
●令和元年度に策定した「都市・地域総合交通戦略（基本計画）」に掲げる各種施策の展開を進め、

交通関連事業とまちづくりが連携した、総合的かつ戦略的な都市交通施策の推進を目指します。
また、関係機関との協議を図りながら、施策の進捗状況や達成状況の確認を継続的に実施し、進
捗管理を行います。

基幹公共交通システムの整備促進2
●基本計画の中心となる施策である、仙台市との交通アクセス向上に向けた「基幹公共交通の整備」

について、持続可能な公共交通システムの整備促進を図り、明石台地区、成田地区、大清水地区
を拠点とした泉中央駅からの基幹公共交通の整備に向けた取組を進めます。

泉中央駅への乗り継ぎ運行3
●実証運行を踏まえて、「イオン富谷店」を拠点とした、市民バス及びデマンド型交通と民間路線バ

スとの結節を図り、泉中央駅との交通の利便性向上に努めます。また、イオン富谷店を中心とし
た市民バスの循環便運行により、地域の活性化を図りながら、既存バス路線の維持確保や拡充を
進めます。

市民バスの充実4
●市民バスアンケート調査や利用者のニーズを踏まえながら地域の課題を整理し、日常生活に必要

な移動手段の確保に向けて、利便性の高い市民バスの運行に努め、交流人口拡大の基盤となる、
公共交通網の形成を目指します。

デマンド型交通の実証運行5
●令和 2年 10月から、市民バスの再編と併せて、市内の北部区域や東部区域の公共交通空白地域を

対象とした「デマンド（予約乗合）型交通」の実証運行を実施し、市民バスの代替手段となる新た
な交通網の形成を目指します。

施策内容

成果目標

指　　標
成果目標

基準値（令和元年度） 目標値（令和 7年度）
市民バス年間利用者数 88,247 人 92,000 人

デマンド型交通年間利用者数 －人 1,000 人

最重点プロジェクト
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安全で自由に移動できる便利なまちを創ります第３章

●産業の振興と企業の誘致を進める本市には、仙台北部道路富谷インターチェンジから東北自動車道
への流入流出を可能とする富谷ジャンクションのフルジャンクション化に向けた取組が必要となっ
ています。

●市内の都市計画道路の多くの部分は、土地区画整理事業などの面的な開発と同時に整備を進めてお
り、着実に市内の幹線道路ネットワークが形成されています。

●市道については、維持管理費の増加が予想されており、橋梁等の主要構造物や舗装の長寿命化を図
るための対策が求められています。

●通学路となっている路線等の歩行者への配慮が特に必要な道路については、交通安全施設の整備や
街灯の設置、側溝の有蓋化等が求められています。

道路3-2

現況と課題

日常の利便性を安全で快適な道路でつなぐまちづくり

施策目標

●誰もが利用しやすい道路ネットワークの充実・強化を推進します。
●歩行者や自転車利用者の安全が確保された身近な道路の整備を推進します。

施策方針

第１編
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広域幹線道路ネットワークの充実1
●本市を縦貫する国道 4 号と東北自動車道とをつなぐ仙台北部道路は、利便性が高く効率的な仙台

都市圏のネットワークの構築に向けて、仙台北部道路の４車線化や富谷 JCT のフルジャンクショ
ン化を、引き続き関係機関に働きかけていきます。

●主要地方道仙台三本木線及び塩釜吉岡線、一般県道西成田宮床線は、国道とともに、周辺市町と
をつなぐ交通軸として極めて重要な路線であることから、未改良区間の早期事業化や延伸等につ
いて、引き続き関係機関に働きかけていきます。

市内幹線道路ネットワークの整備推進2
●周辺市町及び市内各拠点を結ぶ都市計画道路等の市内幹線道路については、周辺土地利用計画と

調整を図りながら必要に応じて見直しを行い、交通の円滑化と利便性の向上を目指して、効果的
なネットワークの整備、充実を図ります。

人や環境に配慮した道づくりの推進3
●身近な生活道路の安全性、利便性、快適性の向上を図るため、歩道のバリアフリー化や道路交通

安全環境の充実、道路側溝の有蓋化、適切な除融雪に努め、人にやさしい道づくりを進めていき
ます。

●生活空間に潤いをもたらす道路景観の形成など、道路の多面的機能を十分に活かしながら、環境
にも配慮した道づくりを推進します。

道路等の適切な維持管理の推進4
●道路については、安全な交通環境を維持するため、常に状況把握に努め、状況に応じた迅速な対

応を図るとともに、幹線道路については、路面性状調査等の実施により計画的な補修・修繕を実
施し、安全な道路環境を確保していきます。

●橋梁については、橋梁長寿命化計画に基づき、損傷や劣化が小さいうちに対策を実施する予防保
全に努め、安全性の確保とライフサイクルコストの縮減を図ります。

施策内容

成果目標

指　　標
成果目標

基準値（令和 2年度） 目標値（令和 7年度）
幹線道路の移動しやすさに対する市民満足度の向上 44.7％ 50.0％

歩行者等の安全な道路通行に対する市民満足度の向上 29.3％ 35.0％
※企画政策課「市民アンケート」

3-2  道路
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●本市は、北部の竹林川沿いにまとまった農地が広がり、市街地は国道 4 号及び都市計画道路七北田
西成田線に沿って市域の南西部に形成され、東部は森林が主体となっています。

●地目別の土地利用面積は、市域の約 38.8％が山林で、14.8％が宅地、15.3％が農地となっています。
●本市では、昭和 40 年代後半頃から大規模な住宅団地の開発が始まり、現在も住宅地としてのニー

ズは高く、住宅用地の継続的な供給が期待されています。また、本市の魅力を高める土地利用を図
るため、宮城県の産業集積の推進計画や今後の企業誘致活動に併せて、新たな工業用地の造成に着
手していく必要があります。

●自然環境を保全しながら、計画的でバランスの良い開発整備を進めることが求められています。

土地利用4-1

現況と課題

豊かな自然を守りバランスの取れたまちづくり

施策目標

●安全で安心な土地利用を推進します。
●緑豊かな自然と市街地とのバランスが取れた土地利用計画を推進します。

施策方針

第４章
住み心地の良さを実感できる
豊かなまちを創ります

第１編
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安全で安心な土地利用の推進1
●自然環境や優良農地などとのバランスを図りながら、本市が人口ビジョンに掲げる将来人口を目

指し、都市の持続的な発展を推進する計画的な土地利用を進めます。

良好な景観の形成2
●宅地開発に関しては、その地区の特性にふさわしいまちづくりを誘導する地区計画を定めて、良

好な景観の形成に努めます。

西部地域の土地利用の方向性3
●東北自動車道の西側の地域については、国道 4号を軸とした市街地環境の維持・増進を図ります。
●北部地区の基盤整備された農用地は、優良な農地として保全・利用を図ります。
●国道 4号及び仙台北部道路を積極的に活用した、新規工業用地等の整備を進めます。
●しんまち地区周辺は、本市の文化 ･行政などの拠点として、機能の維持・増進を図ります。
●総合運動公園は、スポーツ施設の中核として、有効な利用を図ります。

東部地域の土地利用の方向性4
●東北自動車道の東側の地域のうち、主要地方道仙台三本木線から東側の地域の山林については、

開発を抑制し、保全を図ります。また、主要地方道仙台三本木線の西側の区域は、都市計画道路
七北田西成田線及び宮沢根白石線を軸として市街地の整備を進めます。

●南部地区の基盤整備された農用地は、優良な農地として保全・利用を図ります。
●東北自動車道及び仙台北部道路周辺は、ものづくり産業を基本とした、本市の中核工業団地の整

備を主体に、計画的な土地利用を進めます。
●大亀山森林公園は、緑豊かな自然環境を活かした公園機能の充実を図り、レクリエーションなど

の拠点として、有効利用を推進します。

施策内容

成果目標

指　　標
成果目標

基準値（令和 2年度） 目標値（令和 7年度）
土地利用のバランスに対する市民満足度の向上 30.8％ 35.0％

※企画政策課「市民アンケート」

4-1  土地利用
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住み心地の良さを実感できる豊かなまちを創ります第４章

●昭和 40 ～ 50 年代に整備された住宅団地においては、住宅や都市施設の老朽化とともに住民の高齢
化が進んでおり、安全で快適な居住環境の形成やコミュニティの維持等が求められています。

●本市には、令和元年度末時点で、総合公園、近隣公園、街区公園合わせて 88 か所、計 65.17ha、
市民 1 人あたり 12.44㎡の都市公園が整備されており、市民の身近な憩いの空間となっています。
一方で、老朽化が進む都市公園の施設については、効率的かつ効果的な維持管理が求められています。

●本市では、漆沢ダムを水源とする県営大崎広域水道用水供給事業及び七ヶ宿ダムを水源とする県営
仙南・仙塩広域水道用水供給事業から受水しており、これに合わせて配水施設等の整備を行ってい
ます。上水道普及率は、平成 10 年度以降ほぼ 100％と高水準で推移しています。

●下水道は、市街地及びその周辺集落を公共下水道区域として、富谷市流域関連公共下水道事業の
整備推進を図ります。下水道の普及率は、令和元年時点で 96.5％、水洗化率は、令和元年時点で
99.8％と高水準で推移しています。

●下水道処理区域外については合併処理浄化槽の普及を進めています。
●上下水道は、市民の暮らしや企業活動にとって必要不可欠なインフラであることから、地震等災害

時や緊急事態時の早期復旧や応急体制の整備が求められています。
●人口増加と急激な高齢化とともに、墓地の需要はさらに高まっており、公営墓地の整備を計画的に

進める必要があります。

住宅・公園・上下水道4-2

現況と課題

住み心地の良さを感じる居住環境を誇れるまちづくり

施策目標

●潤いと安らぎを誇れる、緑豊かな居住環境の創出を図ります。
●市民や企業等との協働による、快適で魅力的な居住環境の創出を図ります。
●安全安心な水の安定供給と衛生的な水環境を守ります。

施策方針
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利便性の高い良質な住宅地の供給1
●産業立地等に伴う将来的な住宅需要を見据え、緑豊かな自然とのバランスを図りながら、快適で

利便性の高い新たな住宅地の整備に取り組みます。

快適で魅力的な居住環境の形成2
●安全安心に配慮した身近な生活空間や市民、企業等との協働による潤いのある都市景観の形成な

ど、魅力ある居住環境の整備を進めます。

公園機能の充実と適切な維持管理3
●環境保全、景観向上、防災対策等の観点から公園機能の充実に努めるとともに、市民の憩いの場や

交流の場、健康づくりの場として広く活用されるよう、ニーズに応じた公園や緑地の整備を進めます。
●既存の公園については、遊具等の施設の補修や更新、樹木の剪定等を計画的に進め、誰もが安全

かつ快適に利用できるよう維持管理に努めます。

協働による公共インフラの維持管理の推進4
●安全安心で、美しい居住環境を維持していくため、道路や公園等の暮らしに身近な公共インフラ

の維持管理（点検・通報・清掃・美化活動等）手法として、市民や団体、企業等と行政とが、協
働で取り組むパートナーシップ体制の充実・拡大に取り組みます。

安全で安心な上水道の安定供給5
●水質管理の徹底を図るとともに、上水道の安定供給に向けて適切な水道施設の維持管理に努めます。
●地震等による被災時や緊急時にも迅速な給水や早期復旧が可能となるよう、給水体制の充実を図ります。
●将来にわたって適切な負担で安定的に供給できるよう、経営や技術の継承など、運営基盤の適正

化を進めます。
●今後の人口動向や産業立地等による水需要を勘案した水道水源の確保を図ります。

衛生的で環境負荷の少ない排水処理6
●下水道事業の公営企業会計導入により、財政状況や資産等を正確に把握し、経営の効率化を図ります。
●下水道施設の保守点検、老朽管改修等の適切な維持管理を行い、円滑な排水処理と施設の延命化

を進めるとともに、被災時や緊急時にも適正かつ迅速に対応するため、関係機関との連携を図る
など、体制の充実を図ります。

公営墓地の整備・運営7
●人口増加や高齢化に伴い、墓地需要の増加が見込まれることから、市民の意向を勘案しながら、

宗教、宗派を問わない公営墓地の整備を計画的に進めるとともに、整備後の効率的な管理運営に
ついても検討していきます。

施策内容

4-2  住宅・公園・上下水道

最重点プロジェクト

成果目標

指　　標
成果目標

基準値（令和元年度） 目標値（令和 7年度）
上水道利用の有収率 87.9％ 90.0％

合併処理浄化槽の普及率 82.1％ 87.6％
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住み心地の良さを実感できる豊かなまちを創ります第４章

●市域面積 49.18㎢のうち、約 38.8％にあたる 19.1㎢が山林となっていますが、新たな開発により、
山林割合は減少する傾向にあります。

●潤いある生活環境には緑が不可欠であることから、住宅地や公共施設、商業施設や工場等における
緑化を推進していく必要があります。

●緑が持つさまざまな機能を維持するためにも、市民とともに適切に維持管理していくことが求めら
れます。

自然環境・公園4-3

現況と課題

緑豊かな自然環境を守り次世代に継承するまちづくり

施策目標

●緑豊かな自然環境を保全しながら、積極的に活用します。
●�自然環境を次世代に継承していくため、市民との協働による適切な維持管理に努
めます。

施策方針

第１編
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4-3  自然環境・公園

自然環境の適切な保全と活用1
●森林等の豊かな自然環境を活かし、自然とふれあえる場の創出に取り組みながら、適切に保全し

ていきます。
●レクリエーション拠点施設である大亀山森林公園は、豊かな自然との調和を図りながら、園内の

環境整備と施設等の適正な維持管理に努め、一層の利用促進を図ります。

市民との協働による自然環境の保全と継承2
●河川等の水辺は、生活排水等の流入の抑制やごみの不法投棄の防止を図り、環境保全に努めてい

きます。
●生活に潤いとやすらぎをもたらす水辺や里山など、緑の有する多面的な機能を保全するため、市

民との協働による適切な維持管理を進め、豊かな自然環境を次世代に継承していきます。

施策内容

成果目標

指　　標
成果目標

基準値（令和 2年度） 目標値（令和 7年度）
自然環境に対する市民満足度の向上 66.2％ 70.0％

※企画政策課「市民アンケート」

大亀山森林公園「ちびっこゲレンデ」



38

教育と子育て環境を誇るまち！

妊娠期から子育て期までの " 切れ目のない支援 " の拠点
「とみや子育て支援センター（とみここ）」
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創造性豊かな
教育環境のまちを創ります

あらゆる世代が生きがいを
感じて暮らせるまちを創ります

伝統と文化を
誇れるまちを創ります

地域で子育てを
支えるまちを創ります

1-1　教育・青少年健全育成
豊かな心と健やかな身体を育む教育環境づくり

1-2　教育・国際交流
国際化・多様化に子どもたちをつなぐ教育環境づくり

2-1　生涯学習
生涯にわたって創造性や個性が活きるまちづくり

2-2　スポーツ・レクリエーション
躍動感あふれる動きに満ちたまちづくり

3-1　芸術・文化
伝統文化を未来につなぐまちづくり

４-1　子育て支援
“とみやっ子”をみんなで育む環境づくり

第１章

第2章

第3章

第4章

第 2編
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第１章
創造性豊かな
教育環境のまちを創ります

第１編

●本市における教育施策の方向性等を示し、教育の振興に関する施策の総合的かつ体系的な推進を図っ
ていくことが必要です。

●小中学校の児童生徒数は、平成 29 年度以降減少に転じています。
●教育相談員、スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカーなどの配置や、教育支援センター

を設置し、いじめ・不登校への対応や心のケアの充実に努めています。しかしながら、社会状況の
多様化により、児童・生徒、保護者の抱える課題は複雑多岐に渡っていることから、さらなる支援・
相談体制の充実が求められています。

●多様な体験活動等を通して社会性を育むため、家庭や学校のみならず、地域の方々の協力を得ながら、
教育体制を整備・充実していく必要があります。

●学校給食センターでは、アレルギー対応給食の提供など、安全安心な食の推進に努めています。今
後も施設の有効な活用を図るとともに、食育の拠点施設として運営を充実させていくことが求めら
れています。 

●青少年を取り巻く社会環境が多様化する中で、青少年健全育成富谷市民会議が、青少年の健全育成
のための活動に取り組んでいます。今後さらに、活動の強化・充実を図っていくことが求められて
います。

教育・青少年健全育成1-1

現況と課題

豊かな心と健やかな身体を育む教育環境づくり

施策目標

●心身ともに健やかで豊かな人間性を育む教育を推進します。
●学校、家庭、地域が連携し、子どもを守り育てる体制を構築します。

施策方針

第２編
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1-1  教育・青少年健全育成

豊かな心の育成1 最重点プロジェクト

●道徳教育及び体験活動、文化活動、読書活動等を通して、豊かな人間性と社会性を育成します。
●地域の資源を活かした学習を通して、ふるさとに誇りと愛着を持つ子どもを育成します。
●コミュニケーション能力の育成を図るとともに、互いに認め合える人間関係づくりの実現を図ります。
●いじめの未然防止、早期発見・早期対応に適切に取り組む組織体制の活用を図ります。
●いじめ、不登校等への対応や心のケアの充実を図るため、教育支援センターや教育相談員、スクー

ルカウンセラー、スクールソーシャルワーカーの配置を行うとともに、総合的な教育支援体制の
構築に取り組みます。

健やかな身体の育成2
●適切な運動の計画的実践と体育的行事の充実を図り、発達の段階を踏まえた体力・運動能力の向上、

健康の保持増進に対する意識の高揚を図ります。
●関係機関等との連携による学校安全体制の整備を図るとともに、事故防止の徹底と防災教育の推

進を図ります。
●子どもたちへの給食指導を適切に行い、学校給食センターを活用した食育の充実を図ります。
●アレルギー対策を考慮した安全・安心で栄養バランスのとれた給食の安定的な提供に向け、学校

給食センターの円滑な運営に努めます。

地域ぐるみで子どもを守り育てる環境整備3
●心身ともにたくましい子どもの育成を図るため、地域の豊富な人材を活用し、多様な教育プログ

ラムの開発、実行に努めます。
●コミュニティ・スクールの導入に向けた調査、研究を進めながら、地域と学校をつなぐ取組など、

子どもたちを地域ぐるみで守り育てる環境づくりを推進します。
●保護者や地域住民の信頼・期待に応えるため、学校評価システムを活用した地域とともに育つ教

育を推進します。
●子ども会活動やボランティア活動など、地域社会とのつながりの中で、子どもたちが生きがいや

存在感を実感できる機会を創出するとともに、子どもたちの社会活動を牽引するリーダーの育成
に努めます。

●青少年健全育成に関わる関係機関や関係団体の活動を積極的に支援します。
●青少年の非行防止や非行の温床となる環境に地域ぐるみで目を配り、関係機関や関係団体の協力

を得ながら、巡回パトロール活動を実施します。
●親子で参加できる行事の開催など、世代間のコミュニケーションを図る機会の創出に努めます。

総合的な教育推進体制の構築4
●総合教育会議や教育委員会に属する事務の執行状況及び点検評価の公表等を通して、福祉、地域

振興等との密接な連携や地域住民の意向を反映した効果的な教育施策の推進に努めます。
●教育基本法に基づく本市の実情に応じた教育振興基本計画により、教育施策の総合的かつ計画的

な推進体制を構築します。

施策内容

成果目標

指　　標
成果目標

基準値（令和元年度） 目標値（令和 7年度）
学校教育に対する市民満足度の向上※ 26.4％（令和 2年度数値） 30.0％

学校支援ボランティアへの参加者数 2,149 人 2,500 人
※企画政策課「市民アンケート」
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●国際化社会の進展にスムーズに順応できる国際理解教育や外国語教育の充実が求められます。
●平成 30 年度に全ての市立幼稚園及び小中学校がユネスコスクールに登録しました。今後は、持続

可能な開発目標（SDG ｓ）の達成の貢献を目標に、全市立幼稚園及び小中学校において、ユネスコ
憲章に示された理念である「持続可能な開発のための教育（ESD）及び平和、異文化理解教育」を
さらに推進していくことが必要です。

●変化の激しい社会の中で自立的に生きていくためには、基礎的・基本的な知識・技能の定着とともに、
学んだことを活用して自ら考える主体的な資質・能力が求められています。

●情報化の進展に伴い、情報活用能力を身に付け、情報化社会に対応できる人材の育成が求められて
います。あわせて、ネット社会の発達により、情報モラルの教育や情報セキュリティへの対応が求
められています。

●核家族化や就労形態の多様化など、幼児教育への新たなニーズへの対応が求められています。
●経済的困難な家庭が増えており、児童生徒が安心して充実した学校生活を送れるような支援体制の

充実が求められています。
●経年により劣化した学校施設、設備等の改修、整備充実により、施設の長寿命化が求められています。

教育・国際交流1-2

現況と課題

国際化・多様化に子どもたちをつなぐ教育環境づくり

施策目標

●グローバル社会に順応できる感性と国際理解を深める教育を推進します。
●�主体的に学ぶ意欲を高め、確かな学力と創造性を育み、将来社会人として自立す
るために必要な能力や態度を育成します。

施策方針

第２編
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1-2  教育・国際交流

国際理解教育の推進1
●全市立幼稚園及び小中学校において、持続可能な開発目標（SDG ｓ）を踏まえ、ユネスコ憲章の

理念である「持続可能な開発のための教育（ESD）及び平和、異文化理解教育」を推進します。
●国際化社会に対応する生きる力の育成を目指し、各小学校への英語等支援員の配置や外国語指導

助手（ALT）の配置等による英語教育支援体制の充実を図ります。
●中学生を対象とした海外体験研修旅行の実施や留学生等との国際交流を行うとともに、ICT の活用な

どを検討しながら、海外の文化に触れさせることで、国際感覚を養う国際理解教育を推進します。
●国際理解教育の推進にあたっては、ユネスコスクールに登録している富谷高等学校との連携を図

り、幼・小・中・高の系統的な活動を展開します。

自ら学ぶ力と確かな学力を育む教育の推進2
●多様化する教育課題に対応し、学校教育の質的向上を図るため、「学びの共同体」の理論を踏まえ

た誰一人取り残すことのない教育の推進や教職員研修による教員の指導力の向上を図ります。
●小中学校に図書館指導員を配置するとともに、保護者や地域の人材を活用した読書活動の展開、

学校図書館や公民館図書室等の効果的な利用促進を図り、系統的で望ましい読書習慣の形成と質
の高い読書活動を推進します。

●一人ひとりの教育的ニーズに応じた特別支援教育の充実を図り、ともに学ぶ交流・共同学習を推
進します。

社会につながる力を育む教育の推進3
●多様な社会環境に対応できる資質・能力を育む学習活動の充実を図り、創造性とこれからの時代

の要請に応えられる力を育成します。
●子どもたちがこれからの時代を生きていく上で基盤となる資質能力を確実に育成するため、学習

のあらゆる場面で ICT を適切に活用するとともに、主体的に問題に向かい合い、よりよく解決し
ようとする資質・能力を育成します。

●政府の「GIGA スクール構想」を活用し、次代を担う子どもたちに情報活用能力を育むため、1
人 1 台となるタブレット端末による学習環境の充実に努めます。

幼児教育の充実4
●幼児教育・保育の無償化により保護者の経済的負担軽減を図るとともに、教職員の資質向上に向

けた研修を推進します。
●多様化する保育ニーズに対応できる環境づくりを進めるとともに、効率的かつ効果的な施設・設

備の整備などを推進します。

安心して学べる教育環境整備5
●児童生徒が安全で質の高い教育環境の中で安心して学ぶことができる学校づくりを進めるため、

経年により老朽化した既存の校舎等の計画的な整備を推進します。
●経済的な理由により就学が困難な児童生徒に対する支援の充実を図るとともに、多様なニーズに

応じた学習機会の確保と学習環境の整備充実を図ります。

施策内容

成果目標

指　　標
成果目標

基準値（令和元年度） 目標値（令和 7年度）
小中学校図書館蔵書数 128,063 冊 132,440 冊
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●少子高齢化の進展や価値観の多様化等により、生涯学習に対するニーズは、年齢や性別を問わず多
様なものとなっています。

●多様なニーズに沿った質の高い生涯学習の機会を提供し、地域の人材を積極的に発掘・活用する、
市民主体の取組が求められています。

●本市には、富谷中央公民館、富ケ丘公民館、東向陽台公民館、あけの平公民館、日吉台公民館、成
田公民館の 6 公民館があり、各種講座の開設やサークル活動など、市民の様々な活動の拠点として
活用されています。

●活動拠点としての公民館の機能の充実や施設の改善等も求められています。
●現在、着手している図書館整備については、計画的な進捗管理を行い、市民ニーズに沿った施設整

備が求められています。

生涯学習2-1

現況と課題

生涯にわたって創造性や個性が活きるまちづくり

施策目標

●市民の創造性や心豊かな人間性を育むための生涯教育環境の整備に努めていきます。
●あらゆる世代の多様なニーズに的確に応じた学習機会を充実していきます。

施策方針

第２編
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2-1  生涯学習

生涯学習活動拠点の整備1
●「（仮称）新富谷市図書館整備基本構想」、「富谷市民図書館整備基本計画」に基づき、生涯を通じ

た学びを支援し、富谷市での暮らしを豊かにする生涯学習の拠点として、富谷市民図書館の整備
を推進するとともに、スイーツステーションと児童屋内遊戯施設との複合化についても、調査、
研究を進めます。

●生涯学習の拠点施設である公民館施設の保全・補修を計画的に進め、安全で快適な学習環境の提
供に努めるとともに、市民の誰もが利用しやすい施設の環境整備に努めます。

生涯学習の総合的な推進体制の強化・充実2
●富谷市教育振興基本計画に基づき、生涯学習推進体制の整備を図るとともに、市民の自主的な生

涯学習活動を支援します。
●市内の公民館に設置されている地域学校協働本部において、地域コーディネーターを中心に学校、

家庭、地域と密着した生涯学習社会の実現を目指します。また、コミュニティ・スクールの導入
に向けた調査、研究を進めます。

●広報紙やホームページなど、あらゆる情報媒体を活用し、生涯学習に関する情報提供を積極的に
行っていきます。

生涯学習の多様な学習機会の提供3
●市民の様々な学習ニーズに対応するために、これまで取り組んできた学習プログラム等をさらに

充実し、市民の生涯にわたる学習活動を支援するとともに、団塊世代や高齢者にも対応した、的
確な学習情報の提供、講座の開催など、事業の強化・充実に努めます。

生涯学習の成果還元の場づくり4
●市民自らの意志による学習のもと、自己実現を図るとともに、生涯学習による市民同士の絆と交

流に寄与する、生涯学習の成果還元の場づくりを図ります。

施策内容

成果目標

指　　標
成果目標

基準値（令和 2年度） 目標値（令和 7年度）
学習活動に対する市民満足度の向上 18.0% 20.0%

※企画政策課「市民アンケート」

最重点プロジェクト
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第2章 あらゆる世代が生きがいを感じて暮らせるまちを創ります

●東京オリンピック・パラリンピック競技大会を契機に、市民のスポーツへの関心もより一層高まっ
ており、誰もが気軽にスポーツに親しみ、楽しむことができるように、マラソン大会など各種スポー
ツ大会やスポーツ教室等を開催し、生涯スポーツの振興を目指すとともに、スポーツ活動を促進す
るためのさらなる機会づくりが必要となっています。

●これまで学校、職場を中心に行われてきた活動から、誰もが気軽に楽しめるレクリエーション的な
スポーツの普及とともに、市民の多様なスポーツニーズに応えられる特色のあるスポーツ振興を図
るため、総合型地域スポーツクラブの活動を支援し、連携を図っていく必要があります。

●市スポーツ協会、市スポーツ推進委員等の関係団体と連携調整を図りながら、スポーツの普及発展
に努めているほか、市スポーツ協会やスポーツ少年団、中学校部活動の交流大会等へ財政的な支援
を行っています。

●市民ニーズに対応するため、スポーツボランティア組織のシステム構築と活躍の機会の拡充を図る
必要があります。

●年々各種目の選手技術力は向上しているものの、現状では、適切な指導ができる指導者が不足して
います。スポーツ活動を推進していくために、次世代を担う指導者の養成・資質の向上を計画的に
進める必要があります。

●市民が利用しやすい環境づくりを進めるため、市民のスポーツ施設に対するニーズや今後の市を取
り巻く社会環境を踏まえ、施設の整備充実と更なるサービスの向上に努める必要があります。

スポーツ・レクリエーション2-2

現況と課題

躍動感あふれる動きに満ちたまちづくり

施策目標

●�だれでも、どこでも気軽に親しむことのできる生涯スポーツ・競技スポーツの振
興に努めます。
●気軽で親しみやすいスポーツ施設・環境の整備充実を図ります。

施策方針

第２編
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2-2  スポーツ・レクリエーション

七ツ森ハーフマラソン大会の開催1
●昭和38年の町制施行後から実施していた「町民体育祭」の代替イベントとして、「七ツ森ハーフマ

ラソン大会」を大和町との共催により開催し、心身の健康保持とともに幅広い世代間の交流を図
ります。

スポーツ活動を促す機会の提供・支援2
●富谷市スポーツ推進計画に基づき、総合的なスポーツ推進体制を充実させ、既存施設を活かしな

がら、スポーツ交流の推進や競技力向上など、市民誰もが、いつでも、どこでも気軽にスポーツ
に親しめる生涯スポーツ社会の実現を目指し、スポーツを通じた地域の活性化を図ります。

●障害者スポーツイベントなど、多世代が参加できるイベントの開催など、スポーツを通じた交流
の場の促進に努めます。

●市民の生涯スポーツ、競技スポーツを振興するため、市スポーツ少年団をはじめ、市スポーツ協
会加盟団体や総合型地域スポーツクラブの活動を支援します。

●トップレベルのチームや大会を招致するなど、市民のスポーツに対する興味、関心を高めるとと
もに、トップアスリートや全国大会などで活躍できる選手の育成を図ります。

競技スポーツと指導体制の充実3
●「公認スポーツ指導者」の利用拡大を図るため、県スポーツ協会との連携を図り、登録者制度の創

設を推進します。
●様々な種目や競技レベルに対応できる指導者を養成・確保するため、市スポーツ推進委員会や市

スポーツ協会と連携しながら、スポーツの技術や理論、指導方法などについて研修を行い、指導
者の資質向上と新たな指導者の育成、人材確保に努めます。

生涯スポーツを支える体制の整備・充実4
●スポーツ推進委員やスポーツ協会をはじめ市内の各種スポーツ少年団や、小中学校、高等学校等

との連携を密にして、支援体制の強化に努めます。
●生涯スポーツの推進にあたっては、保健や福祉など他の領域の施策との連携強化が必要であり、

行政内部の連携を強化するとともにスポーツにかかわる多様な機関や組織との連携・協力を確立
しながら、生涯スポーツの総合的な推進体制の整備・充実を目指します。

●総合運動公園施設の充実強化を図り、老朽化した施設の計画的な整備を図るとともに、新たなス
ポーツニーズに対応した施設の整備促進を図ります。

施策内容

成果目標

指　　標
成果目標

基準値（令和元年度） 目標値（令和 7年度）
成人の週１回以上のスポーツ実施率 41.3％ 65％

最重点プロジェクト
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第3章 伝統と文化を誇れるまちを創ります

第１編

●価値観やライフスタイルが変化し、心の豊かさを求める傾向の中で、芸術・文化に対する市民の関
心が高まってきています。

●各種芸術・文化サークル及び団体等の育成や支援等も積極的に行っています。
●本市には、富谷の田植踊、榊流永代神楽、天津流南部神楽、代官松、かめ杉などの有形・無形の文

化財や国の登録有形文化財の旧佐忠商店など、多様な歴史的資源が数多く存在します。
●地域固有の伝統文化や貴重な文化財を保存し、次世代に伝承していくため、地域の伝統文化や歴史

を学び、郷土への愛着や誇りを醸成することが求められています。
●本市を広く内外に印象づける新たな文化を積極的に育むとともに、広く情報発信して、富谷の文化

のブランド力強化に努めていくことが期待されています。

芸術・文化3-1

現況と課題

伝統文化を未来につなぐまちづくり

施策目標

●宿場町の歴史と伝統を次世代に継承していく取組を進めます。
●未来へとつないでいく新たな文化力の育成を促進していきます。

施策方針

第２編
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3-1  芸術・文化

宿場町の伝統文化継承の取組1
●富谷の田植踊などの無形民俗文化財保存団体への支援や伝統文化後継者の育成、映像などの記録

保存に努め、地域に根ざした伝統文化を伝承する取組を進めます。
●富谷しんまち地区に伝わる記録などの保存に努め、宿場町の歴史や文化を次世代に残す取組を進め

ます。

文化財の周知及び活用2
●本市の貴重な文化財については、文化財の調査研究や歴史的資源の復元と積極的活用を進めます。
●市民の共有財産である文化財や歴史資源などは、学校や生涯学習等教育現場で積極的に活用する

とともに、市の公式 SNS やデジタル技術を導入し、市民への周知に努めます。
●民俗ギャラリーや内ヶ崎作三郎記念館での活動を通じて、相互施設の連携を図り、文化財の保護

や郷土への愛着や誇りを醸成するとともに、地域特性や利用機能を十分に考慮し、市民が利用し
やすい施設整備に努めます。

新たな芸術・文化活動の促進3
●「街道まつり」等の、賑わいと交流のイベントと連携し、市民参加型で新旧住民交流型のイベント

の拡充を図り、市民が富谷に誇りと愛着を持ってもらえるよう努めていきます。
●認知度が高まりつつある「音楽のまち」としての魅力を更に高めていくため、とみやマーチングエ

コーズの活動を支援し、小学校金管バンドの育成を図りながら、幅広い取組を推進していきます。
●教育機関や企業、生涯学習活動団体などとの連携による、芸術・文化イベントなどの開催について

も積極的に推進します。

芸術・文化活動の場の充実・強化4
●日常の身近な芸術・文化活動の場である公民館を有効に活用し、地域に根差した活動のすそ野を

拡大していきます。

施策内容

成果目標

指　　標
成果目標

基準値（令和 2年度） 目標値（令和 7年度）
文化活動に対する市民満足度 16.1% 20％

※企画政策課「市民アンケート」

富谷市民俗ギャラリー
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第4章 地域で子育てを支えるまちを創ります

第１編

●本市の出生率は宮城県を上回っていますが、減少傾向にあります。また、0 歳から 14 歳までの年少
人口も、平成 26 年から緩やかに減少しています。

●共働き世帯の増加や低年齢児の保育所の早期入所の傾向が強まっており、保育所への入所の需要が
高まっています。保育環境の整備の充実に努めるなど、積極的な待機児童対策が求められています。

●核家族化や女性の社会進出の進展等の社会環境の変化を背景に、様々な悩みや育児不安を抱える家
庭が増えてきていることから、専門職等による切れ目のない相談・支援が必要となっています。

●保護者が就労等により昼間家庭にいない小学生に、主体的な遊びや安らぎのある生活の場を与えら
れる安全で安心な子どもたちの居場所づくりが求められています。

●安心して出産・子育てができるよう、子育て支援策の一層の充実、強化が求められています。

子育て支援4-1

現況と課題

“とみやっ子”をみんなで育む環境づくり

施策目標

●�子育て世代から好まれる環境を創出するため、安心感に包まれる子育て支援サー
ビスを提供します。
●�子どもたち自身が安心して過ごせる環境づくりや、子どもの育成を支援する制度
の充実を図ります。

施策方針

第２編
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4-1  子育て支援

待機児童ゼロの継続1
●人口動態の推計及び第二期子ども・子育て支援事業計画に基づき、今後の保育施設の増設を検討し

ながら、待機児童ゼロの継続を目指します。

保育サービスの充実2
●市立保育所をはじめ、認可保育所、認定こども園等の保育環境整備を進めるとともに、保育の資

質向上を促進していきます。
●一時保育や障がい児保育、病児・病後児保育を推進していくとともに、地域に開かれた保育施設

運営に心がけ、保育サービスの充実に努めます。また、病児・病後児保育については、対象年齢
の拡大を検討し、子育て支援の拡充を図ります。

とみや子育て支援センターの充実3
●母子保健型子育て世代包括支援センターとして「とみや子育て支援センター（とみここ）」を整備し

ました。主に就学前の母子を対象に、乳幼児健診や各種教室、育児相談、個別支援等を行い、妊
娠期から切れ目のない支援の充実を図ります。

●「とみここ」では、保健師・助産師・栄養士・臨床心理士や保育士などの専門職が各機関との連携、
情報の共有を図り、妊娠期から子育て期にわたる総合的な相談や支援を行うとともに、全ての妊
産婦の状況を継続的に把握していきます。

●定期的に臨床心理士やスクールカウンセラー等と連携しながら、発達に課題のある子どもとその
保護者を対象に、発達相談や遊びの教室などの事業の充実を図り、適切な療育や支援に繋げてい
きます。

●令和 3年度から市町村移管された乳幼児精神発達精密健康診査での専門的な技術支援や助言に向
けて、発達検査及び発達相談体制の充実を図ります。

親子で集える場の整備・充実4
●子育てサロン事業を充実させ、子育て親子が安心して過ごせる居場所づくりを推進していきます。
●育児仲間の活動への支援等を通して子育て世代の活力向上を促し、子育てグループの輪が広がる

安心できる環境づくりを進めていきます。
●児童屋内遊戯施設の開所に向け、相乗効果が図られる富谷市民図書館、児童屋内遊戯施設との複

合化による整備を検討していきます。

子どもたちの安全で安心な居場所づくり5
●児童クラブでは、安全で安心な環境の中での子どもたちの居場所をつくるための環境整備に努め

るとともに、さまざまな経験を通し、自主性・社会性・創造性を培うなど、児童の健全育成の充
実を図ります。

●子どもと家庭を切れ目なく支援する体制を構築するため、子ども家庭総合支援拠点をとみや子育
て支援センターと一体的に設置することについて検討していきます。

施策内容

最重点プロジェクト

最重点プロジェクト
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地域で子育てを支えるまちを創ります第4章

成果目標

指　　標
成果目標

基準値（令和元年度） 目標値（令和 7年度）

保育園待機児童数 0人
（令和 2年 4月 1日） ０人

新生児訪問率　※ 103.7％ 100％

乳幼児健診受診率（２歳６か月児） 88.2％ 90％

※�新生児訪問率については、多胎児や未熟児などで生まれた家庭への訪問が複数回になったことから、令和元年度の基準値が
100％を超えている。

子育て世代の経済的負担の軽減6
●現行の子ども医療費助成制度の継続に努めていきます。
●児童手当や児童扶養手当の対象者の確実な申請を図るため、制度の周知を徹底していきます。

富谷市へ転入されてきた親子を対象とした「ウェルカムパーティー」

第２編
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富谷市の子どもにやさしいまちづくり

コラム

◎�富谷市子どもにやさしいまちづくり�
宣言を行うに至った経緯

　富谷市は、平成 29年 1月に日本ユニセ
フ子どもにやさしいまちづくりの作業部会
に参加して以来、「子どもにやさしいまちと
は、どういうものか？」を考え、平成 30
年 5月には全庁的な取組として「富谷市子
どもにやさしいまちづくり推進庁内連携会
議」を設置しました。

　この連携会議では「富谷市としての子ど
もにやさしいまち」について議論を続け、
子どもの権利が守られていることが一番大
切だと考え、平成 30 年 11 月に「子ども
の権利条約」の「生きる権利」「育つ権利」
「守られる権利」「参加する権利」に基づい
た５つの柱からなる「富谷市子どもにやさ
しいまちづくり宣言」をしました。

◎�具体的な取組
　本市では、推進庁内連携会議を通して、
職員一人一人が「子どもにやさしいまちづ
くり」について考え、職員の意識醸成を行っ
てきました。

　また、「わくわく子どもミーティング」
を開催し、子どもたちの意見を行政に反映
することを心掛けています。

　自治体レベルでは初となる「子どものた
めのスポーツ宣言」では、「スポーツは、す
べての子どもが自らの能力や可能性を最大
限に発揮し、健全で豊かさに充ちた成長を
促すためにある」という考えのもと、ユニ
セフ「子どもの権利とスポーツの原則」に
賛同したスポーツ少年団において行われ、
日々の練習等で意識されています。

　ほかにも、地域住民や子どもに関わる団
体が主体となって、「子どもにやさしいまち
づくり」を実現する取組が行われています。

◎�これから
　「富谷市子どもにやさしいまちづくり」
は、宣言の啓発の域にとどまることなく、
子どもに関わる部署の施策・事業の継続と、
これまで関連性が低いと捉えている部署に
おいても、子どもにやさしいまちづくりの
視点を取り入れていく意識の醸成が図れる
よう、全庁的に推進していきます。

「わくわく子どもミーティング」
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元気と温かい心で支えるまち！

地域と施設の支え合いモデル事業「とみサポ こころね」
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あらゆる世代が元気に暮らす
健康自慢のまちを創ります

高齢者も障がい者も安心して
暮らせるまちを創ります

身近なコミュニティがみんなの
支えになるまちを創ります

1-1　高齢者支援
活き活きとした“おっぴさん”を誇る笑顔あふれるまちづくり

1-2　健康・保健
子どもから高齢者まであらゆる世代の元気を育むまちづくり

1-3　医療
安心な医療サービスで市民を守るまちづくり

2-1　障がい者支援
障がい者も自立して地域とともにつながるまちづくり

2-2　障がい者・高齢者支援
高齢者や障がい者の安全安心な移動を守るまちづくり

3-1　家族コミュニティ
三世代がつながり支えあうまちづくり

3-2　地域コミュニティ
市民がみんなで支え守るまちづくり

3-3　地域活動
相互扶助の心で地域活動を育むまちづくり

第１章

第2章

第3章

第 3編
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第1章
あらゆる世代が元気に暮らす
健康自慢のまちを創ります

第１編

●本市は、平成 27 年の国勢調査では高齢化率（65 歳以上人口）が 17％となっています。
●今後も高齢化は進行すると推測されており、ひとり暮らしの高齢者や高齢者のみの世帯、さらに認

知症高齢者も増加していくものと予想されます。
●高齢者が、住みなれた地域でより元気に暮らしていくために、市民主体のボランティアなどを積極

的に活用した、高齢者自身が介護予防に関心が持てる事業を展開しており、各種事業への参加を促
していくことが求められます。

●在宅介護を継続していくためには、家族介護者へのサポート体制が不可欠ですが、そのためには、
介護負担を軽減する取組を充実させるとともに、介護者自身が自分らしい生活を送れるような精神
的なフォローが必要です。

●介護保険事業では、要支援認定者・介護予防事業対象者について、地域の実情に応じ、多種多様な
事業主体の参加による新たな総合事業が順調に進められています。また、要介護状態になっても、
住み慣れた地域で自分らしい暮らしができるよう、引き続き地域包括システムのさらなる推進が求
められています。

高齢者支援1-1

現況と課題

活き活きとした“おっぴさん”を誇る笑顔あふれるまちづくり

施策目標

●高齢者が住みなれた地域で生涯安心して暮らせる環境づくりを推進します。
●高齢者の心と身体の健康と生きがいのある生活を支援します。

施策方針

第 3編
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1-1  高齢者支援

介護予防の推進1
●福祉健康センターを介護予防の拠点として機能強化を図るとともに、高齢者一人ひとりが介護予
防の必要性を理解し、感染症予防に努めながら、積極的に参加できるような魅力のある事業を展
開します。また、さまざまな形態での情報の発信を行い、介護予防・生活支援総合事業との連続性
を図りながら、介護予防を推進していきます。
●地域のお茶のみ会や老人クラブなどとの連携を強化し、関係団体との協働により、高齢者の主体
的な仲間づくり・健康づくりを支援していきます。

安心できる在宅生活のための環境整備の推進2
●富谷市社会福祉協議会等の関係機関と協力・連携し、感染症予防に努めながら、高齢者への給食・
会食サービスなど、高齢者の多様なニーズに応え、安心して自宅で暮らせる環境の整備を進めて
いきます。
●高齢者が安心して在宅生活を送れるように、日常の健康不安や体調管理の相談、緊急事態への迅
速な対応を図るため、緊急通報システムの運用を継続的に実施していきます。
●高齢者に対する虐待の早期発見・防止及び高齢者の安全確保のため、管轄警察署や関係機関との
連携を強化するとともに、富谷市高齢者虐待防止連絡協議会を主軸とした体制整備を進めていき
ます。
●要援護者支援のため、協力施設との連携による緊急ショートステイ（家族介護者緊急支援）の安
定的な実施に努め、緊急時の円滑な対応を進めていきます。

施策内容

福祉健康センターにおける高齢者の健康増進事業
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共に支える地域づくりの推進3
●地域の幅広い世代の人が気軽に集い、情報交換や各種ワークショップ等の多様な機能を持つ地域

交流拠点「街かどカフェ」の開催地区の拡大を図り、地域の方を地域の方が支える仕組みづくりを
推進します。

●町内会の理解と地域サポーターの支援のもと開催している「ゆとりすとクラブ・サロン」の増設に
努め、高齢者の交流と介護予防を推進するとともに、地域の高齢者を地域の方が支える市民主体
の地域づくりを支援します。

●地域の方々の認知症の高齢者に対する正しい理解と見守り・支援を図るため、「認知症学びの講座」
の充実により認知症サポーターの養成を進めるなど、認知症の高齢者が安心して暮らせるやさし
い地域づくりを推進します。

●介護者の情報交換や交流の場を通じて、介護負担の軽減や介護家族同士の支え合いへの支援を継
続していきます。

●富谷市地域防災計画に基づき、災害などの非常時の備えとして、民生委員・児童委員をはじめと
する地域の方々の協力を得ながら、高齢者や障がい者等の避難行動要支援者名簿への登録を進め、
地域と連携した安否確認と災害救助体制の整備に努めます。

●各事業に共通した取組として、新しい生活様式を守りながら、感染症予防に努めます。

●介護予防事業の担い手として、運動サポーターや生活支援員の養成を推進していきます。

最重点プロジェクト

地域の居場所「街かどカフェ」

第３編
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1-1  高齢者支援

成果目標

指　　標
成果目標

基準値（令和元年度） 目標値（令和 7年度）
認知症学びの講座受講者数 2,462 人（累計） 4,500 人（累計）

ゆとりすとクラブ・サロンの開催箇所数 22箇所 26箇所

介護保険事業の推進4
●高齢者保健福祉施策の指針となる、「高齢者保健福祉計画・第 8 期介護保険事業計画」の進捗管理

に努め、次期「高齢者保健福祉計画・第９期介護保険事業計画」を策定します。
●介護が必要になった高齢者も、住み慣れた地域で暮らし続けられるように、計画に掲載している

各事業を順次実施し、医療・介護・介護予防・生活支援・住まいのサービスが一体的に受けられ
る地域包括ケアシステムを深化・推進していきます。

●各生活圏域の地域包括支援センターにより、高齢者の総合的相談や支援体制のさらなる充実を図
るとともに、各地域包括支援センターを統括する保健福祉総合支援センターの基幹的機能を強化
していきます。

●高齢者の増加に伴い介護ニーズの増大が見込まれるため、給付状況等を注視しながら、計画的な
介護基盤の整備とともに、地域密着型サービス等のサービス指定や指導監査に努め、高齢者の尊
厳が保持され、質の高いサービスが提供できるよう努めていきます。

市民歌体操を普及するために誕生した「とみや市民歌体操ひろめ隊」
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あらゆる世代が元気に暮らす健康自慢のまちを創ります

●健康づくり事業については、国の「21 世紀における国民健康づくり運動（健康日本 21）」に基づき、
健康推進計画を策定し、市民の健康の保持増進、疾病予防事業を推進しています。

●本市の健（検）診受診率は、特定健診・後期高齢者健診は向上がみられますが、各種がん検診の受診
率は低下しています。

●ライフスタイルの多様化に伴い、受診しやすい環境整備をはじめとした健（検）診体制等の充実が求
められています。

●特定健診の結果、メタボリックシンドローム該当者及び予備群該当者は増加傾向にあります。
●健康寿命のさらなる延伸を図るためにも、若い世代から健康に対する意識付けや行動を推進する取

組が必要です。
●新たな感染症への対応として「新型インフルエンザ等行動計画」を策定し、緊急時に備えています。

さらに実践に伴うマニュアルを整備し、対策に活かすことが必要です。
●様々な感染症の拡大防止のため、基本的な感染予防対策の徹底と定期予防接種の勧奨に努めています。

健康・保健1-2

現況と課題

子どもから高齢者まであらゆる世代の元気を育むまちづくり

施策目標

●�生涯を通して、健康で心豊かな生活を送れるよう、健康維持・増進に取り組む環
境づくりを進めます。
●�子どもから高齢者まで、あらゆる世代の健康意識を高め、市民主体の健康づくり
を促進します。

施策方針
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1-2  健康・保健

主体的な健康づくりに取り組む環境づくり1
●市民一人ひとりが自らの健康状態に関心を持ち、主体的に心身の健康づくりに取り組める環境づ

くりに努めます。
●市民の主体的な健康づくりへの取組を推進するため、広報紙やホームページ、SNSなどを積極的

に活用し、健康に関する情報を発信します。

健康づくりの推進2
●各種健（検）診の周知と受診啓発に取り組みます。また、受診しやすい体制づくりを進めるとともに、

未受診者対策の強化を図ります。
●生活習慣改善や疾病予防・重症化予防など、関係機関と連携のもと、効果的な支援が受けやすい

体制づくりを進めていきます。
●市の健康課題について、関係機関や地域とともに取り組み、改善に努めます。
●特定保健指導を強化し、メタボリックシンドロームの対策を図ります。
●感染症予防に対する正しい知識の普及啓発や情報提供、速やかな対策を講じ、感染症のまん延防

止に努めます。

若い世代や子育て中の親の健康意識の向上3
●若い世代から、自分の健康管理に関心を持ち、健康づくりへの意識向上や行動が図られる機会を

設けていきます。
●子どもが食を通して豊かな心が育まれるよう、関係機関と連携を図り、情報の発信や学びの機会

等を提供していきます。

施策内容

成果目標

指　　標
成果目標

基準値（令和 2年度） 目標値（令和 7年度）
健康づくりの機会や対応に対する市民満足度の向上 22.8％ 25.0％

※企画政策課「市民アンケート」
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●地域医療については、公立黒川病院及び黒川医師会との協力体制を構築しています。
●黒川地域では、公立黒川病院が救急診療を受付しており、さらに、地域の病院が交替で休日診療を

行う休日当番医制度を黒川医師会に委託しています。
●市内には救急医療及び総合医療を担う病院が設置されていない状況です。医療施設の誘致は市民ニー

ズも高く、本市の課題となっています。
●国民健康保険については、都道府県単位化に伴い、宮城県国民健康保険運営方針に基づき、宮城県

や県内市町村が一体となって、事業を安定的・効果的に運営することが求められています。
●国民健康保険は、市民の生命と健康を支える重要な制度であり、市民の健康の保持増進に大きく寄

与しています。医療費については、今後さらに増加していくものと予想され、更なる制度の適正な
運営が求められています。

医療1-3

現況と課題

年 施設数
（箇所）

診療科目 病床数
（床）内科 外科 産婦人科 耳鼻咽喉科 小児科 歯科 その他

平成 20 年 38 15 5 3 2 8 17 36 425
平成 21 年 38 15 5 3 3 8 16 40 425
平成 22 年 38 15 5 3 3 8 16 42 425
平成 23 年 38 15 5 3 3 8 16 42 407
平成 24 年 39 15 5 3 3 8 16 42 404
平成 25 年 43 15 5 3 3 8 18 46 404
平成 26 年 44 15 5 3 3 8 20 44 404
平成 27 年 44 16 5 3 3 9 19 46 404
平成 28 年 44 16 5 3 3 9 20 46 404
平成 29 年 44 15 5 3 3 8 19 44 404
平成 30 年 45 14 5 3 3 8 21 38 404
令和元年 46 15 5 3 2 9 22 36 404

資料：富谷市統計書より
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1-3  医療

安心な医療サービスで市民を守るまちづくり

施策目標

●地域医療・救急医療体制の充実を図ります。
●国民健康保険制度の適切な運営を図ります。

施策方針

地域医療・救急医療体制の充実1
●公立黒川病院と地域の医療機関との連携により、日常の安心できる医療体制の構築を進めます。
●かかりつけ医の利用を促進し、適切な救急医療や総合医療の利用について啓発していきます。
●新型コロナウイルス感染症などの感染症に備え、保健所や黒川医師会等と連携していきます。

国民健康保険制度の適切な運営2
●国民健康保険制度の適切な運営を図るため、医療費の適正化や的確な収納対策に努めます。
●国民健康保険制度の都道府県単位化により、宮城県との共同による国民健康保険事業の円滑な運

営を図ります。

施策内容

成果目標

指　　標
成果目標

基準値（令和 2年度） 目標値（令和 7年度）
医療に対する市民満足度の向上 23.4％ 25.0％

※企画政策課「市民アンケート」
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第2章
高齢者も障がい者も安心して
暮らせるまちを創ります

第１編

●障がい者を取り巻く制度の大きな変化の中、障がい者本人や介護者の高齢化、重度化、重複化など
への対応が迫られています。

●相談支援体制については、地域の相談支援事業者の人材育成の支援を目指し、自立支援協議会や相
談支援事業者との連携を強化しながら、取組を推進していくことが求められています

●障がい者が自立した社会生活を送れる地域社会が求められており、福祉サービスの基盤整備はもと
より、就労に対する支援などを含めたシステムづくりも求められています。

●障がい者が自立した日常生活や社会生活を送るためには、介護者の障がいに対する理解を深め、具
体的な対応を施していくことが重要であり、そのため、将来的なライフプランを組み立てることが
必要です。そして、介護負担の軽減のみならず、介護者が自身の人生を自分らしく生きることがで
きるような、精神的なフォローを含めた支援体制が求められています。

●富谷市地域防災計画に基づき、地域との強い連携のもと、災害時の安否確認や支援体制の整備が必
要です。

障がい者支援2-1

現況と課題

障がい者も自立して地域とともにつながるまちづくり

施策目標

●障がい者が自分らしい生活を営める環境づくりを進めます。
●�障がい者を地域で支援する体制を確立し、障がい者を抱える家族への支援に取り
組みます。

施策方針
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2-1  障がい者支援

障がいのある方の働く場の確保1
●障がい者の法定雇用率の周知啓発を図り、関係機関と連携しながら、障がい者の雇用促進を積極

的に進めます。
●障がい者に対する差別の禁止など、事業者に義務付けられている事項の普及啓発を図り、障がい

者が安心して就労できる場の拡充に努めます。
●就労移行支援並びに就労継続支援（A型、B型）事業所の誘致を図り、働くことによる生きがいづ

くりに努めます。

ニーズに応じた障がい者福祉の充実2
●「富谷市障がい者計画・障がい福祉計画」に基づき、障がい者が慣れ親しんだ地域での生活が継続

できるよう、ニーズに合った多様な福祉サービスを整えていきます。また、多様な福祉サービス
の提供できるよう、事業者支援を実施していきます。

●「障がい児福祉計画」に基づき、早期療育や相談体制の充実等、障がい児の健やかな育成のための
発達支援をサポートします。

●地域社会で障がい者が、共に生活できる環境の整備を進めるとともに、スポーツやレクリエーショ
ン活動等を通じて多様な交流機会の拡充に努めるなど、障がい者の社会参加を進めていきます。

●富谷市地域防災計画に基づき、災害などの非常時の備えとして、障がい者や高齢者等の避難行動
要支援者名簿への登録を進め、防災関係機関や地域と連携した安否確認と災害救助体制の整備に
努めます。

障がい者差別解消の推進3
●障がいを理由とする差別を解消し、障がいの有無によって分け隔てられることなく、共生する社

会の実現に向け、各種相談体制の充実や情報提供を進めていきます。
●市民及び市職員の意識の啓発を図り、障がいに対する理解が深まる取組を進めていきます。

家族の精神的負担の軽減4
●障がい者の保護者や介護者が、障がいの特性を適切に捉えて具体的な対応が取れるよう、情報の

提供や研修のほか、介護者同士の情報交換会などを実施します。
●親亡き後の体制づくりの一つとして、富谷市・黒川地域広域において、家族の緊急事態に備える「地

域生活支援拠点等整備事業」を立ち上げました。障がい者や保護者、介護者が生涯安心して暮ら
せるよう、委託先事業所及び相談支援事業所等と連携を図りながら支援強化していきます。

施策内容

最重点プロジェクト

成果目標

指　　標
成果目標

基準値（令和元年度） 目標値（令和 7年度）
就労移行支援・就労継続支援事業所数 ６事業所 7事業所
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高齢者も障がい者も安心して暮らせるまちを創ります第２章

●高齢者や障がい者の健康保持の増進や社会参画を推進していく必要があります。
●高齢者や障がい者の社会参画を進めるためには、安心して利用できる公共施設や道路、交通機関へ

の取組も重要になります。
●高齢者や障がい者が住み慣れた地域で暮らすためには、安全で安心して利用できる移動への支援を

行う必要があります。

障がい者・高齢者支援2-2

現況と課題

高齢者や障がい者の安全安心な移動を守るまちづくり

施策目標

●高齢者や障がい者の外出を支援し、交通面から生活を支えていきます。

施策方針

第３編
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2-2  障がい者・高齢者支援

高齢者・障がい者外出支援乗車証「とみぱす」の円滑な運営1
●高齢者、障がい者を対象として実施している、ICカード乗車証「とみぱす」の円滑な運用を図り、

社会参画と安全安心な移動を支援することにより、高齢者、障がい者の生活を支えていきます。

交通弱者対策の推進2
●重度の障がいや要介護状態の方を対象にタクシー利用料金の一部を助成し、日常生活の利便性向

上と社会活動の範囲の拡大を図ります。 ※令和 3年 4月からは、対象者を拡大
●高齢者や障がい者等の交通弱者の利用者ニーズと民間路線バスとの効果的な乗り継ぎなどを踏ま

えながら、運行路線や運行頻度などに配慮した利便性の高い市民バスの運行に努めていきます。
●身近な生活道路の安全性、利便性、快適性の向上を図るため、歩道のバリアフリー化や道路交通

安全環境の充実、道路側溝の有蓋化、適切な除融雪に努め、人にやさしい道づくりを進めていき
ます。

施策内容

成果目標

指　　標
成果目標

基準値（令和元年度） 目標値（令和 7年度）
高齢者・障がい者外出支援乗車証「とみぱす」
交付率（高齢者） 40.3％ 50％

高齢者・障がい者外出支援乗車証「とみぱす」
交付率（障がい者） 24.7％ 30％

重度障がい者等福祉タクシー利用券助成事業交付率 34.5％ 40％

高齢者・障がい者外出支援乗車証「とみぱす」
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第3章
身近なコミュニティがみんなの
支えになるまちを創ります

第１編

●ライフスタイルの多様化による核家族化の進展により、一人暮らし高齢者や高齢者世帯の方々の中
には、生きがいの希薄化や老後の生活に不安を感じている方々もいます。

●親元を離れて独立した子育て世帯では、子育てに関する精神的・体力的・経済的・時間的負担を感
じているとともに、女性の働き方にも制約がかかり、積極的な社会参加に支障をきたしているケー
スも多く見られます。

●幼少期からさまざまな大人との触れ合いや、多くの体験をすることが、子どもの豊かな心の醸成に
つながります。

●三世代の同居、近居による高齢者の安心な暮らしと生きがいの保持・増進、また、子育て世代の負
担軽減による女性の社会進出の推進、そして、高齢者との交流による子どもたちの心豊かな情操の
育みに資する、ふるさと富谷で幅広い世代が互いに交流し支え合う環境の創出が求められます。

家族コミュニティ3-1

現況と課題

三世代がつながり支えあうまちづくり

施策目標

●三世代が安心して暮らせる環境づくりを進めます。

施策方針

第 3編
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3-1  家族コミュニティ

三世代が同居・近居できる環境整備の推進1
●全ての世代が安心して暮らせるまちづくりを推進するため、子育て世代が安心して就業や子育て

を行える環境整備を図るとともに、高齢者が住みなれた地域で安心して暮らせる環境整備を図る
ことで、三世代が同居・近居できる環境整備を進めていきます。

待機児童ゼロなどの子育てをしやすい環境づくり2
●保育施設の増設等により待機児童ゼロの継続を目指すとともに、児童クラブ棟の環境整備や子ど

も医療費助成の継続など、子育てがしやすい環境づくりを行っていきます。

高齢者が安心して暮らせる環境づくり3
●高齢者支援事業や「とみぱす」等の交通支援事業の推進により、高齢者が心身ともに安心して暮ら

せる環境づくりを推進していきます。

雇用の場の創出4
●企業誘致による雇用の場の創出を図るとともに、就業環境の充実を図り、女性や高齢者が働きや

すい環境づくりを行っていきます。

施策内容

成果目標

指　　標
成果目標

基準値（令和 2年度） 目標値（令和 7年度）
市民の定住意向の向上 88.0％ 90.0％

※企画政策課「市民アンケート」

様々な地域活動に取り組む「どんぐりの森活動」における子育てサロン「どんぐりの会」
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身近なコミュニティがみんなの支えになるまちを創ります第３章

●生活の拠点であるそれぞれの地域で、地域住民や町内会、民生委員・児童委員、NPO 法人（特定非
営利活動法人）、社会福祉法人、行政等の様々な人達が助け合って、保健と医療を含めた地域資源を
活用しながら、誰もが自分らしい生活を安心して送れることを目的として地域福祉を推進しています。

●近年ではライフスタイルの多様化や核家族化、高齢化の進展等により地域で支えあう力が低下して
います。

●地域福祉への取組は、住民意識の多様化に伴う生活形態の変化にも対応できる柔軟性が求められて
います。

●地域福祉の推進には、自助・互助・共助・公助に基づくバランスの取れた取組の推進が必要です。
●住民一人ひとりが地域に目を向け、自主的に人と人とのつながりを持ち、支援が必要な人を支える

仕組（地域福祉コミュニティ）を創り出していくことが重要です。

地域コミュニティ3-2

現況と課題

市民がみんなで支え守るまちづくり

施策目標

●地域の方を地域の方が支える仕組みづくりを進めます。

施策方針

第３編
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3-2  地域コミュニティ

共に支える地域づくりの推進（再掲）1
●地域の幅広い世代の人が気軽に集い、情報交換や各種ワークショップ等の多様な機能を持つ地域

交流拠点「街かどカフェ」の開催地区の拡大を図り、地域の方を地域の方が支える仕組みづくりを
推進します。

●町内会の理解と地域サポーターの支援のもと開催している「ゆとりすとクラブ・サロン」の増設に
努め、高齢者の交流と介護予防を推進するとともに、地域の高齢者を地域の方が支える市民主体
の地域づくりを支援します。

●地域の方々の認知症の高齢者に対する正しい理解と見守り・支援を図るため、「認知症学びの講座」
の充実により、認知症サポーターの養成を進めるなど、認知症の高齢者が安心して暮らせるやさ
しい地域づくりを推進します。

●介護者の情報交換や交流の場を通じて、介護負担の軽減や介護家族同士の支え合いへの支援を継
続していきます。

●富谷市地域防災計画に基づき、災害などの非常時の備えとして、民生委員・児童委員をはじめと
する地域の方々の協力を得ながら、高齢者や障がい者等の避難行動要支援者名簿への登録を進め、
地域と連携した安否確認と災害救助体制の整備に努めます。

●各事業に共通した取組として、新しい生活様式を守りながら、感染症予防に努めます。
●介護予防事業の担い手として、運動サポーターや生活支援員の養成を推進していきます。

地域福祉ネットワークづくりの推進2
●富谷市社会福祉協議会、民生委員・児童委員、ボランティア、町内会等の地域の社会資源のネット

ワークと協働連携により、地域で福祉を支える体制の充実を図っていきます。

施策内容

成果目標

指　　標
成果目標

基準値（令和元年度） 目標値（令和 7年度）
認知症学びの講座受講者数 2,462 人（累計） 4,500 人（累計）

ゆとりすとクラブ・サロンの開催箇所数 22箇所 26箇所
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●高齢化社会の進展により、介護を必要とする高齢者の数は今後も増加していくものと予想されます。
●高齢者や障がい者の生活に関わる問題に限らず、社会経済情勢の変化に伴い、近年では生活の困窮

や心の病など、多岐に渡る支えを必要とする人達が増えています。
●元気な高齢者に対する地域福祉は、地域住民や町内会等が主体的に触れ合い、支え合うことが基本

となりますが、介護や支援を必要とする高齢者や一人暮らし高齢者、高齢者世帯の方々には、民生
委員や NPO 法人、社会福祉法人、行政等が積極的に支援していく必要があります。

●地域福祉の推進のためには、地域住民、町内会、社会福祉協議会、関係団体等との協働による環境
づくりが必要です。

●雇用情勢の変化等に伴う生活困窮や、そこから波及する家族関係の悪化、虐待問題など、社会福祉
の問題は複雑多岐にわたっており、担当する職員の専門的な知識や相談技術の習得が求められてい
ます。

●本市の自死対策につきましては、仕事や介護等さまざまな要因が絡み合っており、相談窓口の設置
や教育、地域における支援体制の構築が求められています。そのため、あらゆる機会を通じて、自
殺リスクの早期発見・早期対応につながるよう包括的な支援体制の構築が必要です。

地域活動3-3

現況と課題

相互扶助の心で地域活動を育むまちづくり

施策目標

●地域福祉を支え、担う人材の育成を推進していきます。
●�地域で支援を必要としている方々が相談できる体制や事業推進体制を整備してい
きます。

施策方針

身近なコミュニティがみんなの支えになるまちを創ります第３章

第３編
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3-3  地域活動

地域の人材の育成と活用1
●富谷市社会福祉協議会と連携しながら、総合的な地域福祉をコーディネートする人材の育成を進

めていきます。
●市民のボランティア意識の醸成に向けて、福祉教育などの取組と、地域を支えるサポーターの養

成などに努めていきます。
●小中学校の福祉ボランティア体験などにより、福祉教育の充実を図っていきます。
●自死の危険を示すサインに気づき、適切な対応を図ることができる人材の育成・資質向上に向け、

市民及び関係機関、市職員等を対象としたゲートキーパー養成に努めていきます。
●手話奉仕員養成研修を開催し、聴覚障がい者との交流活動促進を図ります。

相談事業の推進2
●保健福祉総合支援センターや庁内の相談窓口、その他関係機関との連携に努め、相談事業を推進

していきます。
●各福祉分野において相談窓口を設置しているものの、複合的な生活課題や制度の隙間の問題等が

あり、福祉ニーズの多様化に対応して、分野の枠を超えた包括的な相談体制の整備を図っていき
ます。

●自殺リスクを早期発見・早期対応するため、支援が必要となる方の包括的相談支援体制を構築し、
相談窓口の周知や対応力向上を図っていきます。

援助体制の強化3
●生活困窮者や権利擁護など、社会的に援護を要する人の自立と社会参加を支援する体制づくりに

努めます。
●虐待を含めた権利擁護を推進するため、法律・福祉・医療等の関係機関との連携によるネットワー

クを構築し、支援が必要な人の把握や早期対応、支援体制の確立に努めます。
●成年後見制度の利用促進に向けた地域連携ネットワークをコーディネートし、権利擁護の取り組

みを推進する中核機関を整備します。

施策内容

成果目標

指　　標
成果目標

基準値（令和元年度） 目標値（令和 7年度）
富谷市社会福祉協議会へのボランティア登録者数 876人 1,000 人



74

市民の思いを協働でつくるまち！

とみや市政懇談会

75

富谷市総合計画　後期基本計画

日常生活が安全で
包まれたまちを創ります

持続可能な都市環境が
ブランドになるまちを創ります

健全なまちづくりに向けて
みんなが協働する
まちを創ります

1-1　防災・救急・消防
不測の事態でも安心をつなぐまちづくり

1-2　防犯・交通安全・消費生活
安心な暮らしをみんなで守るまちづくり

1-3　人権尊重・男女共同
多様な立場や考え方を尊重し市民をつなぐまちづくり

2-1　環境衛生
資源循環をシティブランドとして誇る４Ｒのまちづくり

2-2　省エネルギー・自然エネルギー
地球環境への貢献につなぐエネルギー地産地消のまちづくり

3-1　市民参加・協働
市政運営にみんなの知恵と力を活かすまちづくり

3-2　行財政経営
未来に不安のない健全経営でつなぐまちづくり

第１章

第2章

第3章

第 4編
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第1章
日常生活が安全で
包まれたまちを創ります

第１編

●東日本大震災を教訓として、災害時の被害を最小化し、被害の迅速な回復を図る「減災」の考え方
を防災の基本理念として、防災基盤整備の向上、被災住民の支援、住民の防災に対する意識向上の
3 点を重点課題に、自助・共助・公助の連携を強化しながら防災・減災対策を進めています。

●近年各地で甚大な被害を及ぼしている台風、集中豪雨、その他の自然災害に対しても、防災への関
心や意識が高まりつつあり、災害が発生した際に、二次災害を未然に防ぐための取組が求められて
います。

●消防組織については、黒川地域行政事務組合で共同処理しており、本市には富谷消防署が設置され
ていますが、さらなる常備消防体制の充実・強化が望まれています。

●地域の消防力を高めるため、消防団や婦人防火クラブを組織していますが、人員の確保等の課題が
あり、地域に根ざした消防力のさらなる強化・充実に努める必要があります。

防災・救急・消防1-1

現況と課題

不測の事態でも安心をつなぐまちづくり

施策目標

●自助・共助・公助の連携体制を強化し、防災・減災体制を確立します。
●救急・消防体制の連携強化を図り、安全・安心なまちづくりを推進します。

施策方針

第 4編
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1-1  防災・救急・消防

地域コミュニティによる自主防災組織の育成推進1
●自然災害等に迅速に対応するため、自助・共助・公助の連携による防災・減災体制の確立を目指し

ます。
●地域防災訓練や宮城県防災指導員養成講習等への積極的参加を促し、地域の防災リーダー育成を

推進します。
●地域コミュニティの醸成を図るとともに、全ての町内会における自主防災組織の立ち上げを支援・

推進し、地域の防災力向上を図ります。

減災に向けた取組強化2
●災害発生時に、防災行政無線や緊急速報メール、SNS 等、多様な通信手段を活用し、市民へ正確

な情報を迅速に伝達する体制を整備します。
●非常用食糧や生活物資、燃料の供給に関する災害協定を進め、災害時の供給体制を強化します。
●地域と学校、行政が連携した、効果的な総合防災訓練の実施を図ります。
●新型コロナウイルスを含む感染症の予防に対応した避難所における運営を図ります。

耐震構造化への取組強化3
●大規模地震での家屋被害を最小限に抑えるため、昭和 56年以前に建築された木造住宅の耐震診断

の実施を支援していくとともに、耐震改修工事を促進していきます。
●通学路や避難路の沿道を中心に、倒壊の危険性のあるブロック塀の除去や生垣等への切替等を促

進していきます。
●橋梁の耐震化や危険箇所の調査、改修を促進するとともに、災害発生時には迅速な復旧活動に努

めます。

消防力の強化4
●富谷消防署及び黒川消防署の組織体制や施設等の充実を働きかけ、救急消防体制の強化を推進し

ます。
●富谷市消防団の消防施設や消防ポンプ設備等の整備、団員の確保対策と育成に努め、地域防災力

の中核を担う消防団の充実強化を図ります。
●富谷消防署及び黒川消防署と富谷市消防団の協力連携体制を推進し、富谷市の消防力を強化します。

施策内容

成果目標

指　　標
成果目標

基準値（令和元年度） 目標値（令和 7年度）
自主防災組織の設立数 38町内会 40町内会

富谷市消防団員充足率 91.6％ 100％

耐震診断士派遣事業申請件数 － 30件（累計）
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●本市には、富谷交番、成田交番が設置されており、警察や防犯協会を中心とした青少年の非行防止
を含む地域ぐるみの防犯活動を展開しています。

●犯罪のない安全・安心な地域社会を実現するためには、これまで以上の防犯体制の充実・強化と、
市民一人ひとりが自ら犯罪を防止する意識を持ち、地域が一体となった防犯環境づくりが必要です。

●住宅団地開発や大規模商業施設の立地等により、本市の交通環境は大きく変貌しており、恒常的な
渋滞の緩和とともに交通事故抑止対策は大きな課題となっています。

●交通弱者といわれる子どもや高齢者が関係する事故が多く、その中でも高齢ドライバーが加害者に
なる事故が増加しています。

●交通安全施設の充実とともに、地域・学校ぐるみの交通安全活動、交通ルールの遵守やマナーの徹
底などの取組が必要となっています。

●振り込め詐欺やフィッシング詐欺等により、高齢者が被害者となる事案が依然として増加していま
す。また、架空請求やインターネット、スマートフォンの普及に伴う通信販売、ネットショッピン
グのトラブルの増加等、消費者を取り巻く環境の変化に伴い、消費者問題も複雑・多様化してきて
います。

●消費者トラブルを未然に防ぐためには、問題事例やその解決方法について広く情報発信し、家庭や
地域ぐるみの見守り体制を強化する必要があります。本市では、消費生活相談窓口の開設等により、
消費生活問題に関する相談・啓発を行っています。

防犯・交通安全・消費生活1-2

現況と課題

安心な暮らしをみんなで守るまちづくり

施策目標

●�安全で住みよい地域づくりに向けて、防犯体制と交通安全対策を充実・強化して
いきます。
●消費生活者の安全・安心の確保を促進していきます。

施策方針

第４編
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1-2  防犯・交通安全・消費生活

防犯体制の確立と環境整備1
●警察機能の充実強化を要望し、市民の安全・安心な生活環境の確保を進めていきます。
●地域が主体となる防犯体制の確立に向けて、地域の自主防犯組織の育成や地域コミュニティ活動

等の支援を進めていきます。
●犯罪予防に向けて、市民防犯意識の高揚を図るとともに、防犯カメラの設置、防犯灯及び街路灯

等の整備・改修、特殊詐欺の被害防止に向けた支援などを進め、防犯環境の向上に努めます。

地域ぐるみの交通安全運動の展開2
●県や警察組織、交通安全協会等の関係機関との連携により、高齢者や児童・生徒を中心とした交

通安全教室の実施や各家庭・地域・職場等における交通安全思想の普及に努め、市民総参加の交
通安全運動を展開していきます。

●交通安全指導員の人材確保や教育訓練に努め、交通安全指導体制の充実強化を図ります。

交通危険箇所の改善措置3
●大和警察署等の関係機関と連携し、通学路等を中心とした交通危険箇所の点検に努め、交通危険

箇所の解消と改善を図ります。
●冬期の路面凍結や積雪等による、車両や歩行の危険を極力解消するよう、迅速な除雪や融雪に努

めていきます。

消費生活保護の充実強化4
●広報紙やホームページなどを活用し、消費者問題に関する注意喚起や被害防止策等の情報提供に

努め、健全な消費生活の啓発を図るとともに、消費者被害の未然防止に努めていきます。
●消費者を取り巻く環境変化に伴い、複雑化・多様化する消費者相談に対応するため、国民生活セン

ター等の関係機関と連携し、消費生活相談窓口の充実強化に努めていきます。

施策内容

成果目標

指　　標
成果目標

基準値（令和元年度） 目標値（令和 7年度）
通年防犯パトロール実施町内会数 11町内会 16町内会

交通事故発生件数 96件 90件以内
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●人権擁護委員や社会福祉協議会等と連携しながら、差別のない人権尊重の社会づくりを進めています。
●法の下での平等の原則に基づき、共に生きる社会の実現を目指した取組が必要です。
●人権に対する正しい理解を認識するためには、一人ひとりがお互いの人権を尊重し、身近なところ

から見つめ直すことが重要であり、家庭、学校、地域、行政などが相互に連携しながら、人権教育
の推進や意識の拡大などに一層努力していく必要があります。

●国際化の進展に伴い、外国人市民が暮らしやすい環境づくりが求められています。
●市内で異なる地域に居住している市民同士の交流の場が求められています。
●「富谷市男女共同参画推進条例」及び「富谷市男女共同参画基本計画」に基づき、男女が互いに尊重し、

責任を分かち合いながら、それぞれの個性と能力を十分に発揮できる社会参画を推進しています。
●本市では、地方自治法に基づく審議会等の女性委員の比率が全国的にも高い水準で推移しています

が、社会全体としてみた場合には、依然として固定的な性別役割分担意識等が、男女共同参画社会
の一層の進展を妨げる要因となっていることから、引き続き啓発活動を進めていく必要があります。

人権尊重・男女共同1-3

現況と課題

多様な立場や考え方を尊重し市民をつなぐまちづくり

施策目標

●人権尊重の意識の啓発に努め、多様な絆で結ばれた地域の実現を目指します。
●活き活きとした社会の実現に向けて、男女共同参画を進めていきます。

施策方針

第４編
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1-3  人権尊重・男女共同

人権教育の推進と人権相談体制の充実1
●人権問題について、市民一人ひとりが正しく理解し、差別や偏見の解消を図るため、地域活動や

学校教育などを通じて人権教育の推進と意識の高揚を図ります。
●人権擁護委員や富谷市社会福祉協議会などの関係機関と連携・協力し、人権相談体制の充実強化に

努めます。
● DV（ドメスティックバイオレンス）やセクシャルハラスメントなどの被害者をケアしていくとと

もに、未然に防ぐための取組を進めていきます。

異なる文化や生活習慣を持つ人達との交流の推進2
●地域で暮らす外国人等の持つ異なる文化や多様性を受け入れ、尊重することが出来るよう、幼稚

園や小学校でのユネスコ教育の充実を図るほか、多文化共生に関る意識の啓発に取り組みます。
●各種イベントや交流事業をとおして、継続的な国際交流について検討していきます。

市民の交流と融合の推進3
●レクリエーションや各種イベントなど、市民が年齢・性別・居住地域・居住年数等の違いを越えて、

一体的な絆を育んでいくための交流・融合事業を推進していきます。

男女共同参画の推進4
●富谷市男女共同参画基本計画に基づき、男女共同参画社会の形成による活き活きとした社会の実

現に向けて、男女の意見がバランス良くまちづくりに反映されるよう、各種審議会等への女性の
登用を積極的に推進していきます。

●あらゆる世代の市民が、子育て、介護、ハラスメント、性的指向・性自認などのテーマにおいて、
男女共同参画の重要性についての認識を継続的に深めることができるよう、普及啓発の充実を図っ
ていきます。

施策内容

成果目標

指　　標
成果目標

基準値（令和 2年度） 目標値（令和 7年度）
審議会等委員への女性登用率
（地方自治法第 180条の 5及び第 202条の 3に
基づく審議会等委員）

50.0％ 50％維持



82

後
期
基
本
計
画

第
4
編
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持続可能な都市環境が
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●可燃ごみについては、平成 17 年 4 月から仙台市に処理を委託しています。
●不燃ごみについても、仙台市石積埋立処分場での処理を委託しており、仙台市とごみ処理の連携を

図っています。
●粗大ごみについては、富谷市清掃センターで処理を行っています。
●１人１日あたりのごみの排出量については、減少傾向にある一方、リサイクル率については低下傾

向にあります。
●「富谷市環境美化の促進に関する条例」に基づき、市民総ぐるみの一斉清掃や空き地の除草などに取

り組んでいます。

環境衛生2-1

現況と課題

資源循環をシティブランドとして誇る４Ｒのまちづくり

施策目標

● �3R（リデュース・リユース・リサイクル）の推進が、豊かな自然環境や良好な居
住環境として享受される（リターン）資源循環型の環境にやさしい 4Rのまちづ
くりを推進します。

施策方針

第 4編
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2-1  環境衛生

ごみ処理の適正化1
●富谷市一般廃棄物処理基本計画に基づき、関係機関と連携しながら適正処理を進めます。
●ごみ集積所の維持管理やゴミ出しルールの遵守に関する啓発を地域と連携しながら進めていきます。
●資源化も考慮した分別・処理工程の見直しを図るなど、経済性にも十分配慮した、効率的で適正な

ごみ処理システムの構築を目指すとともに、新たなリサイクル処理施設整備について検討してい
きます。

ごみの排出抑制と再資源化2
●リデュース、リユース、リサイクルの 3R を地域とともに取り組むことで、豊かな自然環境や良好

な居住環境が維持され、市民の生活に帰ってくる（リターン）、「3R+1R」のまちづくりを推進し
ていきます。

●各家庭、事業所等から排出されるごみについては、分別徹底の協力を積極的に呼びかけていくと
ともに、集団資源回収への参加や使用済小型家電の資源回収等、ごみの減量化・資源化を働きか
けていきます。

●買い物の際のマイバッグの持参や包装辞退などの有効性を啓蒙し、ごみの排出抑制に取り組んで
いきます。

環境美化の推進3
●「富谷市環境美化の促進に関する条例」に基づき、市民への一斉清掃への参加を積極的に呼びかけ、

市民との協働による美しいまちづくりへの取組を進めていきます。
●美しいまちづくりの維持・向上のため、不法投棄防止の啓発を進めていきます。
●市民の日常の安全や環境衛生の観点から、空き地の除草、ペット飼育のマナーの徹底、狂犬病予

防等への取組を積極的に働きかけていきます。

空き家対策の推進4
●「富谷市空家等対策計画」に基づき、市内空き家の適正管理を所有者に促し、市内の景観や防犯性

の向上に努めます。
●利用しなくなった空き家の利活用を進めるため、所有者や民間事業者との連携を図りながら、様々

な取組を行っていきます。

施策内容

成果目標

指　　標
成果目標

基準値（令和元年度） 目標値（令和 7年度）
１人１日あたりのゴミ排出量 946g 856g
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持続可能な都市環境がブランドになるまちを創ります第２章

●地球温暖化等による気候変動が世界的な問題となっており、原因となる二酸化炭素の排出削減が課
題となっています。

● 2018 年に IPCC（国連の気候変動に関する政府間パネル）の特別報告書では、「産業革命からの気
温上昇を 1.5℃に抑えるためには、2050 年までに二酸化炭素の実質排出量をゼロにすることが必要」
と示されています。

●省資源、省エネルギー等の環境負荷の軽減に向けた取組を進めるとともに、啓発を継続的に実施し、
一人ひとりの行動が変化するように意識付けを行う必要があります。

●エネルギー対策を、地域経済の活性化や新たな雇用の創出につなげるとともに、快適な住環境の構
築や防災環境の高度化に資するよう、エネルギーを地域で生み出し、地域で活用する「エネルギー
の地産地消」の取組について検討していくことも求められます。

省エネルギー・自然エネルギー2-2

現況と課題

地球環境への貢献につなぐエネルギー地産地消のまちづくり

施策目標

●環境にやさしいシティブランド化に向けて、環境負荷軽減への取組を推進します。
●�エネルギーを地域で生み出し、地域で活用するエネルギー地産地消について検討
していきます。

施策方針

第４編
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2-2  省エネルギー・自然エネルギー

脱炭素社会形成に向けた取組1
●将来にわたって安全安心に暮らすことができる豊かな環境を未来に引き継いでいくため、2050年

までに二酸化炭素の実質排出量ゼロを目指す「ゼロカーボンシティ」として、地球環境の貢献につ
なぐまちづくりを進めていきます。

●地域新エネルギービジョン、省エネルギービジョンに基づき、家庭や企業、行政への省エネルギー
化を啓発していくとともに、水素社会の実現に向けた環境教育や普及啓発の実施、「富谷市自然環
境等と再生可能エネルギー発電設備設置事業との調和に関する条例」による、太陽光などの再生
可能エネルギーの適切な普及促進を図り、脱炭素社会の形成を進めていきます。

●地球温暖化対策の推進の一環として、省電力化に向けた公共施設や街路灯などへの LED光源導入
を継続して進めていきます。

公害発生防止に向けた取組2
●騒音や振動、大気汚染、水質汚濁などの公害対策や発生防止に向けて、関係機関と連携しながら

対策を進めていきます。

エネルギー地産地消を目指した取組の検討3
●環境負荷の低減に資するほか、快適な住環境の構築や地域経済の活性化、新たな雇用の創出など

が期待されるため、エネルギーを地域で生み出し、地域で活用するエネルギー循環型の「エネルギー
地産地消」の取組について積極的に検討していきます。

施策内容

成果目標

指　　標
成果目標

基準値（令和 2年度） 目標値（令和 7年度）
省エネルギーや環境保全に対する市民満足度の向上 14.1％ 18.0％

※企画政策課「市民アンケート」

最重点プロジェクト

水素で走る燃料電池（ＦＣ）バス
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●行政情報を広報紙やホームページ、SNS などを活用し、情報の公開・共有に努めています。
●計画等の策定に際し、市民参加の各種審議会等で広く市民の意見を把握し、計画内容に反映させる

ためのアンケート調査やパブリックコメント等の市民参加の機会を設けています。
●市民活動への支援に関しては、福祉や文化、地域間交流等に取り組む団体や組織に対する支援に努

めています。
●ライフスタイルの変化や核家族化、単身世帯の増加等を背景に、町内会活動への関心の低下も見ら

れますが、防災対策や環境維持、住民同士の交流や支え合い等、地域の課題を解決する地域コミュ
ニティの役割が益々重要になるとともに、大きな期待も寄せられています。

●「とみぷら」などの市民の活動拠点を中心に、まちづくりにおける様々な分野において、市民の公益
的な活動が活発に行われています。市民の公益的な活動をさらに促進していくために、関係機関や
庁内での情報の共有化を進めながら、的確に支援していくことが求められています。

●若い世代のまちづくりに対する関心を高め、あらゆる世代の市民が政策形成や地域課題解決などに
気軽に参画できる環境づくりが求められています。

市民参加・協働3-1

現況と課題

市政運営にみんなの知恵と力を活かすまちづくり

施策目標

●�市民参加と市民協働を進めるため、市民と行政をつなぐ情報共有を徹底していき
ます。
●�市民と行政のパートナーシップを構築するとともに、住民主体の多様な活動を支
援していきます。

施策方針

第 4編
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3-1  市民参加・協働

広報や広聴機能の充実1
●広報紙やホームページ、SNSなどの一層の充実を図り、市民の暮らしにつながる行政情報を分か

りやすく、効果的に発信するとともに、市内外へ本市の魅力を積極的に発信します。
●広報アンケートの活用等により、広報とみやの内容を充実させ、読みやすい紙面づくりに努めて

いきます。
●市政懇談会等をはじめ、市政に反映するための多様な情報収集体制の構築と充実を図っていきます。
●子どもや高齢者をはじめとする、情報通信へのアクセス手段を持たない方への情報格差が生じな

いよう、多様な媒体による情報提供の運用を検討していきます。

計画づくりへの市民参加の推進2
●市政懇談会の実施など、市民がまちづくりに関する意見を述べやすい機会と環境をつくります。
●まちづくり等に関する計画策定の際には、市民の意見を幅広く計画に反映していくものとし、ア

ンケート調査やパブリックコメント等の市民参加の多様な機会を用意するとともに、市民が参加
しやすい環境づくりを進めていきます。

●市民参加のまちづくりを推進するため、職員意識の高揚を図り、市民への積極的な情報発信に努
めていきます。

多様な主体による協働の推進3
●「わくわく つながる わたしたちのまちづくり─富谷の協働ガイドライン─」に基づき、まちづく

りの担い手となる市民や団体、企業、市などの多様な主体が、連携・協力しながらまちづくりに取
り組むことができるよう、多様な主体の活動等に関する情報の収集や発信、交流の促進など、協
働推進のための仕組づくりを進めていきます。

●「とみやわくわくミーティング」など、子どもや若者をはじめ、あらゆる世代の市民や団体、企業
などが気軽にまちづくりに参画できる機会を創出し、まちづくりの担い手同士の連携と協働の取
組を促進していきます。

地域コミュニティ活動の活性化への支援4
●町内会の活動拠点である町内会館について、修繕等を計画的に実施していきます。
●町内会の活動支援や担い手の育成など、町内会を核とした地域コミュニティ活動の活性化を支援

していきます。

公益的な活動への支援の充実5
●市民活動団体等が公益的な活動を続けるために必要な情報の提供や相談機能の充実を図り、活動

拠点の確保や人材育成等について支援していきます。
●市民活動を支援する組織等の連携強化を図るとともに、公益的な活動を総合的に支援する中間支

援の仕組づくりを進め、市民が活動しやすい環境を整備し、市民協働の土壌を広げていきます。

施策内容

成果目標

指　　標
成果目標

基準値（令和 2年度） 目標値（令和 7年度）
まちづくりへの参画のしやすさに対する市民満足度の向上 15.9% 20.0％

地域活動等の活発な取組に対する市民満足度の向上 36.8％ 40.0％
※企画政策課「市民アンケート」
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健全なまちづくりに向けてみんなが協働するまちを創ります第３章

●本市では、市民サービスの向上と効率的な行財政運営を目指し、健全な財政運営を継続しています。
●行政需要は量的に増大するとともに、質的にも多様化・高度化することが予想され、より計画的で

弾力的な行財政運営が求められています。
●新型コロナウイルス感染症拡大の影響による市税や交付金等の減収が見込まれるなか、行政需要に

対応するための財源の確保が求められます。
●近隣市町村との連携をさらに深め、広域的な地域課題の解決や事務の共同処理などを行うなど、広

域行政を進めていくことが求められます。
●地方分権が進む中、組織が有効に機能するための人材の育成が求められているとともに、複雑・多

様化する行政課題に対して市民や関連団体との対話を深め、共に考え、行動できる職員の育成が求
められています。

●効率的な行政経営を目指し、積極的に行政組織機構の見直しを行ってきましたが、今後はさらに、
行政需要の量的・質的変化に対し、的確に対応していける効率的な組織形成を図っていく必要があ
ります。

行財政経営3-2

現況と課題

未来に不安のない健全経営でつなぐまちづくり

施策目標

●�持続可能な行財政運営に向けて、健全で透明性のある行財政経営を推進していき
ます。
●�効率的で効果的な行政運営に向けて、市職員の意識改革と組織改革を進めていき
ます。

施策方針

第４編
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3-2  行財政経営

歳入安定化の推進1
●税収入の安定化及び負担の公平性を確保するため、課税客体の正確な把握に努めるとともに、適

正な評価を実施していきます。
●税に関する情報提供等により、納税意識の高揚に努めるとともに適切な徴収を行い、収納率を向

上させていきます。
●地場産品の活性化、自主財源の確保を図るため、ふるさと納税制度を推進します。

健全な行財政経営の推進2
●的確な収入の見通しのもとで効率的に財源を配分し、義務的経費や一般行政経費の支出抑制を図

りながら、積立基金の有効活用を通じ、新たな行政需要に対応できる弾力的な財政構造を維持し
ていくことで、持続可能な行政経営を進めていきます。

●実施計画を起点とした予算編成に継続的に取り組み、予算編成から決算までの一体的な財政運営
を進めます。

●限られた人的資源を効率的に活かす組織体制の構築や、職員の資質向上に努め、創造的かつ効果
的な行政施策を推進します。

●庁議を効果的に運営し、政策決定の迅速化や情報共有など、スピード感のある市政運営を進めて
いきます。

情報公開の推進3
●公正で透明性のある行財政運営を行っていくため、積極的な情報発信に努めていきます。
●情報公開制度に基づく開示請求、開示の実施等の適正な運用に努めていきます。

行政事務のデジタル化の推進4
● RPAや AIなどを含めた情報通信技術を活用し、市民の利便性の向上と安全・安心を実感できるま

ちづくりに向けた取組について検討していきます。
●住民サービスの向上と、安定的な業務遂行を図るため、クラウドサービスやデータセンターを積

極的に活用するなど、サービス環境の整備を進めます。

行財政改革の推進5
●健全な財政運営や効率的な行政経営に向けて、市民目線での行財政改革に努めます。
●国、県、近隣市町村との連携・協力を推進し、広域的な行政経営を推進します。

職員の育成と組織体制の整備6
●市が抱える行政課題に的確かつ迅速に対応できるよう、より高い専門知識を持ち、多くの分野に

対応できる人材育成を図っていきます。
●職制に応じた研修の実施等により、職員の資質向上を図っていきます。また、若手職員の育成にあ

たっては、計画的な人事異動と部課内での OJT等による幅広い視野と能力の育成に努めていきます。
●適正な人事評価の実施と適材適所を進め、職員モラールの向上に努めていきます。
●市民満足度を高めるため、電話対応や窓口対応等の接遇力の更なる向上を図ります。

施策内容

最重点プロジェクト
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成果目標

指　　標
成果目標

基準値（令和 2年度） 目標値（令和 7年度）

財政健全化判断比率４指標の基準内確保 適正基準内
（令和元年度参考値） 基準内維持

経常収支比率 90.8％
（令和元年度決算値） 93.8％以内

市税収納率 98.3％
（令和元年度参考値） 98.5％

●複数部署の担当分野にまたがる行政課題に対しては、全庁的体制で適切に対応していきます。
●複雑・高度化する行政課題に対し、効果的な行政運営を推進するため、必要に応じて組織機構の見

直しを行います。

健全なまちづくりに向けてみんなが協働するまちを創ります第３章

富谷市役所庁舎外観（2002 年 11 月竣工）

第４編
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1富谷市総合計画審議会
富谷市総合計画審議会委員名簿（令和2年度）

氏　　名 役　　職 肩書き

会長 風　見　正　三 宮城大学 副学長

委員 佐々木　秀　之 宮城大学　事業構想学群 准教授

委員 平　岡　政　子 富谷市行政区長会 会長

委員 富　田　智　子 オフィス シッチ 代表

委員 小　松　明　巳 おんないん会 会長

委員 佐々木　久美子 宮城大学　看護学群 教授

委員 大川原　卓　磨 株式会社キスケフーズ 代表取締役

委員 浅　野　澄　江 新みやぎ農業協同組合
富谷支店 支店長

委員 大　川　明　雄 くろかわ商工会 会長

委員 小　澤　ちはる あけの平小学校 校長

委員 増　田　恵美子 富谷市教育委員会 委員

委員 加　藤　俊　明 七十七銀行　富谷支店 支店長

委員 石　井　光　二 有限責任事業組合コム
ワーク・プロジェクト 代表

委員 草　野　昭　徳 富谷市社会福祉協議会 会長

役職・肩書は当時のものです。
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平成2年 9月 26日

条例第17号

（設置）

第 1条　市長の諮問に応じ，市が定める総合計画に関する事項を調査審議するため，地方自治法（昭和

22年法律第 67号）第 138 条の 4第 3項の規定に基づき，富谷市総合計画審議会（以下「審議会」

という。）を置く。

（組織）

第2条　審議会は，委員23人以内で組織する。

2　委員は，次に掲げる者のうちから，市長が委嘱する。

（1）　学識経験のある者

（2）　市議会の議員

（3）　公共的団体の役員又は職員

3　委員の任期は，当該諮問に係る審議が終了する日までとする。ただし，当該審議が終了する前に委員

が委嘱されたときにおける当該身分を失った場合は，その日までとする。

（平28条例 26・一部改正）

（会長）

第3条　審議会に会長を置き，委員の互選によって定める。

2　会長は，会務を総理し，審議会を代表する。

3　会長に事故があるとき，又は会長が欠けたときは，あらかじめ会長の指定する委員が，その職務を代

理する。

（会議）

第4条　審議会の会議は，会長が招集し，会長がその議長となる。

2　審議会の会議は，委員の半数以上が出席しなければ開くことができない。

3　審議会の議事は，出席委員の過半数で決し，可否同数のときは，議長の決するところによる。

（委任）

第5条　この条例に定めるもののほか，審議会の運営に関し必要な事項は，市長が定める。

附　則

この条例は，公布の日から施行する。

附　則（平成28年条例第26号）

この条例は，公布の日から施行する。

2富谷市総合計画審議会条例
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3富谷市総合計画・前期基本計画の数値目標の実績について
基本方針 大項目 中　　項　　目 目標指標 主管課 目標値 現状値 R2 実績値 達成度 評価・課題

Ⅰ暮らしを自慢でき
るまち！

1　富谷で働くことに
やりがいを実感で
きるまちを創りま
す

1-1　商工業・雇用

新規誘致・操業企業数 産業観光課 5 社以上
（R1 まで）

‐
(H26) 7 社 達成

　県主催のセミナー参加や企業訪問を通じた企業誘致活動により、県内外に市の PR を行うことができた。宮
城県と連携し、情報共有を行いつつ活動を行ったことで目標の達成に繋がった。コロナ禍においても、企業
との関係性が途切れることがないようオンラインを活用するなどして情報交換や誘致活動を継続していく。

新規雇用者数 産業観光課 800 人以上
（R1 まで）

‐
(H26) 1,101 人 達成

　新規誘致、操業件数の増加が新規雇用者数の増加にも繋がった。各企業とも立地後
も毎年新規雇用を生んでおり、市民の雇用機会拡大を図ることができた。県の雇用対
策事業の情報共有を行う等、企業向けの雇用促進にも力を入れていく。

新規雇用者数のうちの
女性雇用率 産業観光課 30% 以上

（R1 まで）
‐

(H26) 58.6% 達成 　各企業、女性を積極的に採用しており、目標値達成に繋がった。引き続き、女性の
雇用率を維持できるよう、各種支援事業の情報共有を行う等、支援を行っていく。

1-2　起業支援 市の支援による起業・創業の
実現 産業観光課 8 社以上

（R1 まで）
‐

(H26) 22 社 達成
　起業・創業の場となる「富谷市まちづくり産業交流プラザ（ＴＯＭＩ＋）」を整備し、商工会
や金融機関等と連携することで、目標値を大きく上回る起業・創業の実現につながった。引き続き、
起業・創業への支援を続けるとともに、経営面においても支援を行っていくことが必要である。

2　とみやシティブラ
ンドで自慢したく
なるまちを創りま
す

2-1　農業 新たな特産品開発数 農林振興課 1 品以上
（R1 まで）

‐
(H26) 3 品 達成 　はちみつ、イチジク、シャインマスカットを新たに特産品として開発することがで

きた。今後は、現在取り組んでいる富谷茶復活プロジェクトを着実に進めていく。

2-2　商業・観光 しんまち地区を会場とした
イベント来場者数

産業観光課
生涯学習課

52,000 人以上
（R2）

27,000 人
（H27） 0 人 未達成

　とみや街道まつりをはじめとしたイベントを開催することで、しんまち地区への来
訪者は増加していたが、目標の達成には至らなかった。
※令和２年度は新型コロナウイルス感染症を考慮してイベントを中止した。

2-3　観光・地域振興

とみや国際スイーツ博覧会
（平成 28 年度から年 1 回開催） 産業観光課 毎年開催

（R1 まで）
‐

(H26) 終了 達成
　「とみや国際スイーツ博覧会」の開催により、「スイーツのまち」として魅力発信を
行うことができた。今後は、「スイーツのまち」としてのシティブランド確立に向け、
新たな施策やスイーツステーションの整備を図る。

市内交流人口の拡大 産業観光課 10,000 人以上
（R1 まで）

‐
(H26) 0 人 ほぼ達成

　とみや国際スイーツ博覧会や富谷街道まつり等の開催により、令和元年度までは毎
年度目標を達成できたものの、令和 2 年度は新型コロナウイルス感染症の影響でイベ
ント開催を自粛したため、目標の達成には至らなかった。

3　安全で自由に移動
できる便利なまち
を創ります

3-1　公共交通

公共交通グランドデザインの
策定

企画政策課
交通政策推進室

策定済
（R1 まで）

未策定
（H26）

策定済
（H30） 達成

　公共交通グランドデザイン（基本構想）を平成 30 年度に策定し、令和元年度には将来像に向けた
具体的な施策を盛り込んだ都市・地域総合交通戦略（基本計画）を策定し、市民バスの再編やデマ
ンド型交通の事業開始等に取り組むことができた。引き続き、交通の利便性向上に向けた取組を行う。

市民バス年間利用者数 企画政策課
交通政策推進室

77,000 人
（R1 まで）

71,962 人
（H26） 74,323 人 ほぼ達成

　市民バスの利用環境向上に努めることで、目標をほぼ達成することができた。引き
続き、市民バスアンケート調査や利用者ニーズを踏まえながら、地域の課題を整理し、
利用者視点に立った市民バスの運行を行っていく。

3-2　道路

幹線道路の移動しやすさに
対する市民満足度の向上 都市整備課 50.0％

（R2）
45.4％

（H27） 44.7% 未達成 　アンケートでは、市内幹線道路の混雑に対する声が多く、目標の達成には至ってい
ない。市内幹線道路の効果的な整備が課題となる。

歩行者等の安全な道路通行に
対する市民満足度の向上 都市整備課 30.0％

（R2）
26.8％

（H27） 29.3% 未達成
　アンケートでは、交通量が多い団地内での歩行者の安全性が確保できていないとい
う声や自転車利用者の交通マナーが悪いなどの声があり、目標の達成には至らなかっ
た。上記同様、効果的な整備が課題となる。

4　住み心地の良さを
実感できる豊かな
まちを創ります

4-1　土地利用 土地利用のバランスに対する
市民満足度の向上 企画政策課 35.0％

（R2）
30.3％

（H27) 30.8% 未達成 　アンケートでは、土地利用のバランスに満足している方が 3 割ほどとなり、目標達
成には至らなかった。

4-2　住宅・公園・上下
水道

上水道利用の有収率 上下水道課 90.0％
（R2 まで）

86.9％
（H27） 91.1% 達成 　目標値を達成することができた。引き続き、保守点検、老朽管路の修繕などによる

効率的な給水を行っていく。

合併処理浄化槽の設置率 生活環境課 70.0％
（R2 まで）

68.3％
（H27） 71.1% 達成

合併処理浄化槽維持管理費の一部補助などの取組を行うことで、目標を達成すること
ができた。引き続き、適切な維持管理の推進及び浄化槽の普及促進を図り、設置率の
向上を図る。

4-3　自然環境・公園 自然環境に対する市民満足度の
向上 都市計画課 70.0％

（R2）
65.3％

（H27） 66.10% 未達成 　アンケートでは、開発に伴う自然環境の減少、植木や植栽の手入れ不十分などの声
があり、目標達成には至らなかった。
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3富谷市総合計画・前期基本計画の数値目標の実績について
基本方針 大項目 中　　項　　目 目標指標 主管課 目標値 現状値 R2 実績値 達成度 評価・課題

Ⅰ暮らしを自慢でき
るまち！

1　富谷で働くことに
やりがいを実感で
きるまちを創りま
す

1-1　商工業・雇用

新規誘致・操業企業数 産業観光課 5 社以上
（R1 まで）

‐
(H26) 7 社 達成

　県主催のセミナー参加や企業訪問を通じた企業誘致活動により、県内外に市の PR を行うことができた。宮
城県と連携し、情報共有を行いつつ活動を行ったことで目標の達成に繋がった。コロナ禍においても、企業
との関係性が途切れることがないようオンラインを活用するなどして情報交換や誘致活動を継続していく。

新規雇用者数 産業観光課 800 人以上
（R1 まで）

‐
(H26) 1,101 人 達成

　新規誘致、操業件数の増加が新規雇用者数の増加にも繋がった。各企業とも立地後
も毎年新規雇用を生んでおり、市民の雇用機会拡大を図ることができた。県の雇用対
策事業の情報共有を行う等、企業向けの雇用促進にも力を入れていく。

新規雇用者数のうちの
女性雇用率 産業観光課 30% 以上

（R1 まで）
‐

(H26) 58.6% 達成 　各企業、女性を積極的に採用しており、目標値達成に繋がった。引き続き、女性の
雇用率を維持できるよう、各種支援事業の情報共有を行う等、支援を行っていく。

1-2　起業支援 市の支援による起業・創業の
実現 産業観光課 8 社以上

（R1 まで）
‐

(H26) 22 社 達成
　起業・創業の場となる「富谷市まちづくり産業交流プラザ（ＴＯＭＩ＋）」を整備し、商工会
や金融機関等と連携することで、目標値を大きく上回る起業・創業の実現につながった。引き続き、
起業・創業への支援を続けるとともに、経営面においても支援を行っていくことが必要である。

2　とみやシティブラ
ンドで自慢したく
なるまちを創りま
す

2-1　農業 新たな特産品開発数 農林振興課 1 品以上
（R1 まで）

‐
(H26) 3 品 達成 　はちみつ、イチジク、シャインマスカットを新たに特産品として開発することがで

きた。今後は、現在取り組んでいる富谷茶復活プロジェクトを着実に進めていく。

2-2　商業・観光 しんまち地区を会場とした
イベント来場者数

産業観光課
生涯学習課

52,000 人以上
（R2）

27,000 人
（H27） 0 人 未達成

　とみや街道まつりをはじめとしたイベントを開催することで、しんまち地区への来
訪者は増加していたが、目標の達成には至らなかった。
※令和２年度は新型コロナウイルス感染症を考慮してイベントを中止した。

2-3　観光・地域振興

とみや国際スイーツ博覧会
（平成 28 年度から年 1 回開催） 産業観光課 毎年開催

（R1 まで）
‐

(H26) 終了 達成
　「とみや国際スイーツ博覧会」の開催により、「スイーツのまち」として魅力発信を
行うことができた。今後は、「スイーツのまち」としてのシティブランド確立に向け、
新たな施策やスイーツステーションの整備を図る。

市内交流人口の拡大 産業観光課 10,000 人以上
（R1 まで）

‐
(H26) 0 人 ほぼ達成

　とみや国際スイーツ博覧会や富谷街道まつり等の開催により、令和元年度までは毎
年度目標を達成できたものの、令和 2 年度は新型コロナウイルス感染症の影響でイベ
ント開催を自粛したため、目標の達成には至らなかった。

3　安全で自由に移動
できる便利なまち
を創ります

3-1　公共交通

公共交通グランドデザインの
策定

企画政策課
交通政策推進室

策定済
（R1 まで）

未策定
（H26）

策定済
（H30） 達成

　公共交通グランドデザイン（基本構想）を平成 30 年度に策定し、令和元年度には将来像に向けた
具体的な施策を盛り込んだ都市・地域総合交通戦略（基本計画）を策定し、市民バスの再編やデマ
ンド型交通の事業開始等に取り組むことができた。引き続き、交通の利便性向上に向けた取組を行う。

市民バス年間利用者数 企画政策課
交通政策推進室

77,000 人
（R1 まで）

71,962 人
（H26） 74,323 人 ほぼ達成

　市民バスの利用環境向上に努めることで、目標をほぼ達成することができた。引き
続き、市民バスアンケート調査や利用者ニーズを踏まえながら、地域の課題を整理し、
利用者視点に立った市民バスの運行を行っていく。

3-2　道路

幹線道路の移動しやすさに
対する市民満足度の向上 都市整備課 50.0％

（R2）
45.4％

（H27） 44.7% 未達成 　アンケートでは、市内幹線道路の混雑に対する声が多く、目標の達成には至ってい
ない。市内幹線道路の効果的な整備が課題となる。

歩行者等の安全な道路通行に
対する市民満足度の向上 都市整備課 30.0％

（R2）
26.8％

（H27） 29.3% 未達成
　アンケートでは、交通量が多い団地内での歩行者の安全性が確保できていないとい
う声や自転車利用者の交通マナーが悪いなどの声があり、目標の達成には至らなかっ
た。上記同様、効果的な整備が課題となる。

4　住み心地の良さを
実感できる豊かな
まちを創ります

4-1　土地利用 土地利用のバランスに対する
市民満足度の向上 企画政策課 35.0％

（R2）
30.3％

（H27) 30.8% 未達成 　アンケートでは、土地利用のバランスに満足している方が 3 割ほどとなり、目標達
成には至らなかった。

4-2　住宅・公園・上下
水道

上水道利用の有収率 上下水道課 90.0％
（R2 まで）

86.9％
（H27） 91.1% 達成 　目標値を達成することができた。引き続き、保守点検、老朽管路の修繕などによる

効率的な給水を行っていく。

合併処理浄化槽の設置率 生活環境課 70.0％
（R2 まで）

68.3％
（H27） 71.1% 達成

合併処理浄化槽維持管理費の一部補助などの取組を行うことで、目標を達成すること
ができた。引き続き、適切な維持管理の推進及び浄化槽の普及促進を図り、設置率の
向上を図る。

4-3　自然環境・公園 自然環境に対する市民満足度の
向上 都市計画課 70.0％

（R2）
65.3％

（H27） 66.10% 未達成 　アンケートでは、開発に伴う自然環境の減少、植木や植栽の手入れ不十分などの声
があり、目標達成には至らなかった。
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基本方針 大項目 中　　項　　目 目標指標 主管課 目標値 現状値 R2 実績値 達成度 評価・課題

Ⅱ　教育と子育て環
境を誇るまち！

1　創造性豊かな教育
環境のまちを創り
ます

1-1　教育・青少年健全
育成

学校教育に対する市民満足度の
向上 学校教育課 30.0％

（R2）
25.8％

（H27） 26.30% 未達成 　アンケートでは、小・中学校での教育が充実していないという声があり、目標達成
には至らなかった。

学校支援ボランティアへの参加
者数 生涯学習課 2,300 人

（R2 まで）
1,798 人
（H27） 225 人 未達成

　ボランティアに登録する人材が固定化しており、新たな人材発掘の体制構築を行っ
てきたが、なかなか増加にはつながっていない。令和 2 年度は新型コロナ感染症対策
による事業減少により、目標達成には至らなかった。

1-2　教育・国際交流

市立幼稚園、小・中学校のユネ
スコスクール登録数 学校教育課 2 園、13 校

（R2 まで）
1 校

（H27） 2 園、13 校 達成
　平成 30 年 11 月に市立幼稚園、小・中学校 12 校が承認され、目標を達成した。今後は、令
和 2 年 7 月に設立した富谷ユネスコ協会において、様々な立場の人々の知恵と力を合わせて課
題の解決に取り組み、「安心して日々の暮らしを営める」よりよい社会作りに貢献していく。

小中学校 ICT 機器（タブレット）
の 1 台あたりの使用人数 学校教育課 3.1 人

（R2 まで）
6.2 人

（H27） 1 人 達成 　国の補助制度の活動により、目標値を大きく上回る実績となった。今後は、整備し
たＩＣＴ機器を有効に活用できる教員の育成に取り組む。

小中学校図書館蔵書数 学校教育課 125,000 冊
（R2 まで）

119,052 冊
（H27） 132,855 冊 達成 　目標の達成により、児童・生徒の読書習慣の定着に向けた体制を整えることができた。

2　あらゆる世代が生
きがいを感じて暮
らせるまちを創り
ます

2-1　生涯学習
公民館各種教室参加者・施設利
用者延べ人数

（児童クラブ関係除く）
公民館 230,000 人

（R2 まで）
203,765 人

（H27) 111,389 人 未達成
　各地域の幅広い年齢層への生涯学習環境の整備を行ってきたが、新型コロナウイル
ス感染症の影響等もあり、目標の達成には至らなかった。引き続き、より多くの方が
参加できる教室の開催や施設の環境づくりを行っていく。

2-2　スポーツ・レクリ
エーション

成人の週 1 回以上のスポーツ実
施率 生涯学習課 50％

（R2 まで）
‐

(H27)
41.3%

（H29) 未達成 　スポーツ活動を促す機会の提供・支援を行ってきたが、目標の達成には至らなかった。
今後は、より積極的なスポーツ機会の提供を行っていくことが課題となる。

3　伝統と文化を誇れ
るまちを創ります 3-1　芸術・文化 とみやふるさとまつり来場者数

（街道まつり） 産業観光課 50,000 人
（R2 まで）

25,000 人
（H27） 0 人 未達成

　新型コロナウイルス感染症の影響や会場のキャパシティの限界もあり、目標達成に
は至らなかった。今後は、新型コロナウイルス感染症を考慮したイベントの開催をす
ることが課題となる。

4　地域で子育てを支
えるまちを創りま
す

4-1　子育て支援

新生児訪問率 子育て支援課 100％
（R2 まで）

99.8％
（H27） 97.1% ほぼ達成

　出生後 4 ヶ月を目途に訪問するため、訪問率は 100％とはならないものの、今後訪
問予定のため、目標はほぼ達成となる。今後は、新型コロナウイルス感染症に配慮し
た訪問が課題となる。

保育園待機児童数 子育て支援課 0 人
（R1 まで）

47 人
（H28） 0 人 達成

　令和元年度に整備した小規模保育施設 2 か所の開設により、令和 2 年 4 月 1 日時
点で目標値を達成した。今後も児童数の推移に注視し、適切な受け入れ可能数の維持
が課題となる。
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基本方針 大項目 中　　項　　目 目標指標 主管課 目標値 現状値 R2 実績値 達成度 評価・課題

Ⅱ　教育と子育て環
境を誇るまち！

1　創造性豊かな教育
環境のまちを創り
ます

1-1　教育・青少年健全
育成

学校教育に対する市民満足度の
向上 学校教育課 30.0％

（R2）
25.8％

（H27） 26.30% 未達成 　アンケートでは、小・中学校での教育が充実していないという声があり、目標達成
には至らなかった。

学校支援ボランティアへの参加
者数 生涯学習課 2,300 人

（R2 まで）
1,798 人
（H27） 225 人 未達成

　ボランティアに登録する人材が固定化しており、新たな人材発掘の体制構築を行っ
てきたが、なかなか増加にはつながっていない。令和 2 年度は新型コロナ感染症対策
による事業減少により、目標達成には至らなかった。

1-2　教育・国際交流

市立幼稚園、小・中学校のユネ
スコスクール登録数 学校教育課 2 園、13 校

（R2 まで）
1 校

（H27） 2 園、13 校 達成
　平成 30 年 11 月に市立幼稚園、小・中学校 12 校が承認され、目標を達成した。今後は、令
和 2 年 7 月に設立した富谷ユネスコ協会において、様々な立場の人々の知恵と力を合わせて課
題の解決に取り組み、「安心して日々の暮らしを営める」よりよい社会作りに貢献していく。

小中学校 ICT 機器（タブレット）
の 1 台あたりの使用人数 学校教育課 3.1 人

（R2 まで）
6.2 人

（H27） 1 人 達成 　国の補助制度の活動により、目標値を大きく上回る実績となった。今後は、整備し
たＩＣＴ機器を有効に活用できる教員の育成に取り組む。

小中学校図書館蔵書数 学校教育課 125,000 冊
（R2 まで）

119,052 冊
（H27） 132,855 冊 達成 　目標の達成により、児童・生徒の読書習慣の定着に向けた体制を整えることができた。

2　あらゆる世代が生
きがいを感じて暮
らせるまちを創り
ます

2-1　生涯学習
公民館各種教室参加者・施設利
用者延べ人数

（児童クラブ関係除く）
公民館 230,000 人

（R2 まで）
203,765 人

（H27) 111,389 人 未達成
　各地域の幅広い年齢層への生涯学習環境の整備を行ってきたが、新型コロナウイル
ス感染症の影響等もあり、目標の達成には至らなかった。引き続き、より多くの方が
参加できる教室の開催や施設の環境づくりを行っていく。

2-2　スポーツ・レクリ
エーション

成人の週 1 回以上のスポーツ実
施率 生涯学習課 50％

（R2 まで）
‐

(H27)
41.3%

（H29) 未達成 　スポーツ活動を促す機会の提供・支援を行ってきたが、目標の達成には至らなかった。
今後は、より積極的なスポーツ機会の提供を行っていくことが課題となる。

3　伝統と文化を誇れ
るまちを創ります 3-1　芸術・文化 とみやふるさとまつり来場者数

（街道まつり） 産業観光課 50,000 人
（R2 まで）

25,000 人
（H27） 0 人 未達成

　新型コロナウイルス感染症の影響や会場のキャパシティの限界もあり、目標達成に
は至らなかった。今後は、新型コロナウイルス感染症を考慮したイベントの開催をす
ることが課題となる。

4　地域で子育てを支
えるまちを創りま
す

4-1　子育て支援

新生児訪問率 子育て支援課 100％
（R2 まで）

99.8％
（H27） 97.1% ほぼ達成

　出生後 4 ヶ月を目途に訪問するため、訪問率は 100％とはならないものの、今後訪
問予定のため、目標はほぼ達成となる。今後は、新型コロナウイルス感染症に配慮し
た訪問が課題となる。

保育園待機児童数 子育て支援課 0 人
（R1 まで）

47 人
（H28） 0 人 達成

　令和元年度に整備した小規模保育施設 2 か所の開設により、令和 2 年 4 月 1 日時
点で目標値を達成した。今後も児童数の推移に注視し、適切な受け入れ可能数の維持
が課題となる。
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基本方針 大項目 中　　項　　目 目標指標 主管課 目標値 現状値 R2 実績値 達成度 評価・課題

Ⅲ元気と温かい心で
支えるまち

1　あらゆる世代が元
気に暮らす健康自
慢のまちを創りま
す

1-1　高齢者支援

地域交流拠点「街かどカフェ」
の創設施設数 長寿福祉課 4 地域

（R2 まで）
‐

(H27) 4 地域 達成 　市民が気軽に集える場所づくりとして創設を進め、目標を達成することができた。
引き続き、地域の方を地域の方が支えるまちづくりを進めていく。

ゆとりすとクラブ・サロンの開
催箇所数 長寿福祉課 22 か所

（R2 まで）
19 か所
（H27） 23 か所 達成

　市内 23 か所で開催することができ、市民主体の地域づくりの支援につながった。
今後は、より開催箇所数を増加するとともに、新型コロナウイルス感染症を考慮した
開催が課題となる。

1-2　健康・保健

自分の健康状態が良いと思う人
の割合

（住民健康意識アンケート調査）
健康推進課 90.0％以上

（R2 まで）
78.0％

（H27） - -
※　当初、富谷市健康推進計画（平成 29 年度～令和 4 年度）において実施した住民
健康意識アンケート調査を令和 2 年度に中間調査として実施する予定だったが、令和
4 年度の最終評価時のみ行うこととしたため、評価できず。

運動習慣のある人の割合
（住民健康意識アンケート調査） 健康推進課 50.0％以上

（R2 まで）
47.3％

（H27） - -
※　当初、富谷市健康推進計画（平成 29 年度～令和 4 年度）において実施した住民
健康意識アンケート調査を令和 2 年度に中間調査として実施する予定だったが、令和
4 年度の最終評価時のみ行うこととしたため、評価できず。

健康診査を受けている人の割合
（住民健康意識アンケート調査） 健康推進課 80.0％以上

（R2 まで）
73.2％

（H27） - -
※　当初、富谷市健康推進計画（平成 29 年度～令和 4 年度）において実施した住民
健康意識アンケート調査を令和 2 年度に中間調査として実施する予定だったが、令和
4 年度の最終評価時のみ行うこととしたため、評価できず。

「心身ともに快調」と答える母
の割合

（1 歳 6 ヶ月健康診査問診票）
健康推進課 70.0％以上

（R2 まで）
68.9％

（H27） 77.4% ほぼ達成 　各年度において、概ね７割前後の数値を達成することができた。今後は、新型コロ
ナウイルス感染症対策等の影響により、より手厚いフォローを行うことが必要となる。

1-3　医療 医療に対する市民満足度の向上 健康推進課 20.0％
（R2）

17.9％
（H28） 24.7％ 達成 　目標値の達成はできたが、アンケートには、休日当番医の充実や夜間救急の受け入

れ体勢の整備を要望する声もあり、今後の課題となる。

2　高齢者も障がい者
も安心して暮らせ
るまちを創ります

2-1　障がい者支援 就労移行支援・就労継続支援事
業所数 地域福祉課 7 事業所

（R2 まで）
5 事業所
（H28） 5 事業所 未達成

　一時は増加したものの、新型コロナウイルス感染症の影響を受け、目標の達成には
至らなかった。引き続き、就労に必要な知識やスキル向上のためのサポートを行って
いく。

2-2　高齢者・障がい者
支援

高齢者・障がい者外出支援乗車
証「とみぱす」交付率

長寿福祉課
地域福祉課

50％
（R1 まで）

‐
(H27)

（高）41.1％
（障）25.1％ 未達成

　平成 28 年 10 月から開始した本事業は、堅調に交付率は伸ばしてきたが、目標の
達成には至らなかった。今後は、より多くの方へ交付できるような周知の徹底が課題
となる。

3　 身 近 な コ ミ ュ ニ
ティがみんなの支
えになるまちを創
ります

3-1　家族コミュニティ 市民の定住意向の向上 企画政策課 92.0％
（R2 まで）

89.4％
（H28） 88.00% 未達成

　目標達成には至らなかったが、前回アンケートと比べて、「暮らしたいとは思わない」
と回答する割合も減っていることから、引き続き、「今後も暮らしたい」と思ってもら
えるようなまちづくりが必要となる。

3-2　地域コミュニティ

地域交流拠点「街かどカフェ」
の創設施設数（再掲） 長寿福祉課 4 地域

（R2 まで）
‐

(H27) 4 地域 達成 　市民が気軽に集える場所づくりとして創設を進め、目標を達成することができた。
引き続き、地域の方を地域の方が支えるまちづくりを進めていく。

ゆとりすとクラブ・サロンの開
催箇所数（再掲） 長寿福祉課 22 か所

（R2 まで）
19 か所
（H27） 23 か所 達成

　市内 23 か所で開催することができ、市民主体の地域づくりの支援につながった。
今後は、より開催箇所数を増加するとともに、新型コロナウイルス感染症を考慮した
開催が課題となる。

3-3　地域活動 富谷市社会福祉協議会へのボラ
ンティア登録数 長寿福祉課 1,000 人

（R2 まで）
801 人

（H27） 881 人 未達成
　近年は増加傾向にあったものの、増加率が鈍化していたこともあり、目標達成には
至らなかった。引き続き、登録者の増加とコーディネーターの育成に力を入れていく
必要となる。
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基本方針 大項目 中　　項　　目 目標指標 主管課 目標値 現状値 R2 実績値 達成度 評価・課題

Ⅲ元気と温かい心で
支えるまち

1　あらゆる世代が元
気に暮らす健康自
慢のまちを創りま
す

1-1　高齢者支援

地域交流拠点「街かどカフェ」
の創設施設数 長寿福祉課 4 地域

（R2 まで）
‐

(H27) 4 地域 達成 　市民が気軽に集える場所づくりとして創設を進め、目標を達成することができた。
引き続き、地域の方を地域の方が支えるまちづくりを進めていく。

ゆとりすとクラブ・サロンの開
催箇所数 長寿福祉課 22 か所

（R2 まで）
19 か所
（H27） 23 か所 達成

　市内 23 か所で開催することができ、市民主体の地域づくりの支援につながった。
今後は、より開催箇所数を増加するとともに、新型コロナウイルス感染症を考慮した
開催が課題となる。

1-2　健康・保健

自分の健康状態が良いと思う人
の割合

（住民健康意識アンケート調査）
健康推進課 90.0％以上

（R2 まで）
78.0％

（H27） - -
※　当初、富谷市健康推進計画（平成 29 年度～令和 4 年度）において実施した住民
健康意識アンケート調査を令和 2 年度に中間調査として実施する予定だったが、令和
4 年度の最終評価時のみ行うこととしたため、評価できず。

運動習慣のある人の割合
（住民健康意識アンケート調査） 健康推進課 50.0％以上

（R2 まで）
47.3％

（H27） - -
※　当初、富谷市健康推進計画（平成 29 年度～令和 4 年度）において実施した住民
健康意識アンケート調査を令和 2 年度に中間調査として実施する予定だったが、令和
4 年度の最終評価時のみ行うこととしたため、評価できず。

健康診査を受けている人の割合
（住民健康意識アンケート調査） 健康推進課 80.0％以上

（R2 まで）
73.2％

（H27） - -
※　当初、富谷市健康推進計画（平成 29 年度～令和 4 年度）において実施した住民
健康意識アンケート調査を令和 2 年度に中間調査として実施する予定だったが、令和
4 年度の最終評価時のみ行うこととしたため、評価できず。

「心身ともに快調」と答える母
の割合

（1 歳 6 ヶ月健康診査問診票）
健康推進課 70.0％以上

（R2 まで）
68.9％

（H27） 77.4% ほぼ達成 　各年度において、概ね７割前後の数値を達成することができた。今後は、新型コロ
ナウイルス感染症対策等の影響により、より手厚いフォローを行うことが必要となる。

1-3　医療 医療に対する市民満足度の向上 健康推進課 20.0％
（R2）

17.9％
（H28） 24.7％ 達成 　目標値の達成はできたが、アンケートには、休日当番医の充実や夜間救急の受け入

れ体勢の整備を要望する声もあり、今後の課題となる。

2　高齢者も障がい者
も安心して暮らせ
るまちを創ります

2-1　障がい者支援 就労移行支援・就労継続支援事
業所数 地域福祉課 7 事業所

（R2 まで）
5 事業所
（H28） 5 事業所 未達成

　一時は増加したものの、新型コロナウイルス感染症の影響を受け、目標の達成には
至らなかった。引き続き、就労に必要な知識やスキル向上のためのサポートを行って
いく。

2-2　高齢者・障がい者
支援

高齢者・障がい者外出支援乗車
証「とみぱす」交付率

長寿福祉課
地域福祉課

50％
（R1 まで）

‐
(H27)

（高）41.1％
（障）25.1％ 未達成

　平成 28 年 10 月から開始した本事業は、堅調に交付率は伸ばしてきたが、目標の
達成には至らなかった。今後は、より多くの方へ交付できるような周知の徹底が課題
となる。

3　 身 近 な コ ミ ュ ニ
ティがみんなの支
えになるまちを創
ります

3-1　家族コミュニティ 市民の定住意向の向上 企画政策課 92.0％
（R2 まで）

89.4％
（H28） 88.00% 未達成

　目標達成には至らなかったが、前回アンケートと比べて、「暮らしたいとは思わない」
と回答する割合も減っていることから、引き続き、「今後も暮らしたい」と思ってもら
えるようなまちづくりが必要となる。

3-2　地域コミュニティ

地域交流拠点「街かどカフェ」
の創設施設数（再掲） 長寿福祉課 4 地域

（R2 まで）
‐

(H27) 4 地域 達成 　市民が気軽に集える場所づくりとして創設を進め、目標を達成することができた。
引き続き、地域の方を地域の方が支えるまちづくりを進めていく。

ゆとりすとクラブ・サロンの開
催箇所数（再掲） 長寿福祉課 22 か所

（R2 まで）
19 か所
（H27） 23 か所 達成

　市内 23 か所で開催することができ、市民主体の地域づくりの支援につながった。
今後は、より開催箇所数を増加するとともに、新型コロナウイルス感染症を考慮した
開催が課題となる。

3-3　地域活動 富谷市社会福祉協議会へのボラ
ンティア登録数 長寿福祉課 1,000 人

（R2 まで）
801 人

（H27） 881 人 未達成
　近年は増加傾向にあったものの、増加率が鈍化していたこともあり、目標達成には
至らなかった。引き続き、登録者の増加とコーディネーターの育成に力を入れていく
必要となる。
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基本方針 大項目 中　　項　　目 目標指標 主管課 目標値 現状値 R2 実績値 達成度 評価・課題

Ⅳ市民の思いを協働
でつくるまち！

1　日常生活が安全で
包まれたまちを創
ります

1-1　防災・救急・消防

自主防災組織の設立数 防災安全課 全町内会
（R1 まで）

23 町内会
（H27） 38 町内会 未達成

　目標の達成には至らなかったが、地域によっては自主防災組織を設立せずに、独自
の運用を行っているところもあることから、今後は地域の実情に応じた目標値の設定
を検討する必要がある。

富谷市消防団員充足率 防災安全課 100％
（R2 まで）

86.0％
（H27） 92.7% 未達成 　目標の達成には至らなかったが、毎年充足率は 90％を超えている。今後も地域防災

力の向上に向け、消防団員の充足に向け取り組むを進める。

耐震診断士派遣事業申請件数
（累計） 都市計画課 180 件

（R2 まで）
149 件

（H27） 172 件 未達成
　東日本大震災から数年がたち、申請件数が年々減少してきたため、目標の達成には
至らなかった。引き続き、昭和 56 年以前に建てられた木造住宅の耐震診断の周知・
啓発を行っていく。

1-2　防犯・交通安全・
消費生活

犯罪率
（市町村別犯罪発生状況：1,000
人あたり認知件数）

防災安全課 3 件以内
（R2 まで）

3.8 件
（H27） 2.9 件 達成 　警察機能の充実強化や防犯灯や街路灯の整備・回収等を行ったことにより、目標を

達成することができた。引き続き、市民防犯意識の高揚に努める。

通年防犯パトロール実施町内会
数 防災安全課 23 町内会

（R2 まで）
18 町内会
（H27） 25 町内会 達成 　令和 2 年度は新型コロナウイルス感染症の影響で実施町内会が減ったものの、各年

度で目標を達成することができた。引き続き、防犯環境の向上に努める。

交通事故発生件数 防災安全課 150 件以内
（R2 まで）

159 件
（H27） 58 件 達成 　交通安全活動の積極的な展開により、目標を達成することができた。引き続き、交

通安全教室の開催等により、安全運転意識の向上を図る。

1-3　人権尊重・男女共
同 審議会等委員への女性登用率 市民協働課 46.0％

（R2 まで）
40.8％

（H27）
50.0%

（R2.4.1） 達成
　全国的にも高い女性登用率となり、目標を達成することができた。今後は、高い女
性登用率をキープしつつ、男女の意見をバランスよくまちづくりに反映させていくよ
う努める。

2　持続可能な都市環
境がブランドにな
るまちを創ります

2-1　環境衛生 1 人 1 日あたりのゴミ排出量 生活環境課 900 ｇ
（R2 まで）

946 ｇ
（Ｈ 27） 977g 未達成

　ライフスタイルの変化や新型コロナウイルス感染症の影響による巣ごもり需要の増
加を受けた結果、ゴミの排出量は増加し、目標の達成には至らなかった。今後も、一
層のごみの排出抑制を促す啓蒙活動を行っていく。

2-2　省エネ・自然エネ 省エネルギーや環境保全に対す
る市民満足度の向上 生活環境課 18.0％

（Ｒ 2）
13.6％

（Ｈ 27）
14.1%

（Ｒ 2） 未達成
　水素プロジェクトの実施や富谷高校の参加のもとサイエンスキャッスルを開催する
などの活動を行ったが、目標達成には至らなかった。今後は、事業への取組と合わせ、
市民への周知が課題となる。

3　健全なまちづくり
に向けてみんなが
協働するまちを創
ります

3-1　住民参加・協働 まちづくりの基本となるルール
の策定 市民協働課 策定済

（Ｒ 2 まで）
未策定

（Ｈ 27） 策定済 達成
　まちづくりに関わる様々な主体が、共にまちづくりに取り組むための具体的な考え方や方
向性を示し、共通理解するためのものとして令和 2 年度に策定。今後は、本ルールのもとに、
これまで以上に多様な人々が活躍し、地域を支える幅広い活動ができるよう支援していく。

3-2　行財政経営

財政健全化判断比率 4 指標の基
準内確保 財政課 基準内維持

（Ｒ 2 まで）
適正基準内
（Ｈ 27）

適正基準内
（R1） 達成 　財政健全化判断比率 4 指標については、健全な財政運営を図り、今後とも適正数値

の維持に努める。

市税収納率 税務課 98.0%
（Ｒ 2 まで）

97.1％
（H27） 98.3% 達成 　計画的な催告の実施、納税者の利便性向上を図ることで、目標を達成することがで

きた。引き続き、収納率向上と収入未済額の縮減に努める。
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基本方針 大項目 中　　項　　目 目標指標 主管課 目標値 現状値 R2 実績値 達成度 評価・課題

Ⅳ市民の思いを協働
でつくるまち！

1　日常生活が安全で
包まれたまちを創
ります

1-1　防災・救急・消防

自主防災組織の設立数 防災安全課 全町内会
（R1 まで）

23 町内会
（H27） 38 町内会 未達成

　目標の達成には至らなかったが、地域によっては自主防災組織を設立せずに、独自
の運用を行っているところもあることから、今後は地域の実情に応じた目標値の設定
を検討する必要がある。

富谷市消防団員充足率 防災安全課 100％
（R2 まで）

86.0％
（H27） 92.7% 未達成 　目標の達成には至らなかったが、毎年充足率は 90％を超えている。今後も地域防災

力の向上に向け、消防団員の充足に向け取り組むを進める。

耐震診断士派遣事業申請件数
（累計） 都市計画課 180 件

（R2 まで）
149 件

（H27） 172 件 未達成
　東日本大震災から数年がたち、申請件数が年々減少してきたため、目標の達成には
至らなかった。引き続き、昭和 56 年以前に建てられた木造住宅の耐震診断の周知・
啓発を行っていく。

1-2　防犯・交通安全・
消費生活

犯罪率
（市町村別犯罪発生状況：1,000
人あたり認知件数）

防災安全課 3 件以内
（R2 まで）

3.8 件
（H27） 2.9 件 達成 　警察機能の充実強化や防犯灯や街路灯の整備・回収等を行ったことにより、目標を

達成することができた。引き続き、市民防犯意識の高揚に努める。

通年防犯パトロール実施町内会
数 防災安全課 23 町内会

（R2 まで）
18 町内会
（H27） 25 町内会 達成 　令和 2 年度は新型コロナウイルス感染症の影響で実施町内会が減ったものの、各年

度で目標を達成することができた。引き続き、防犯環境の向上に努める。

交通事故発生件数 防災安全課 150 件以内
（R2 まで）

159 件
（H27） 58 件 達成 　交通安全活動の積極的な展開により、目標を達成することができた。引き続き、交

通安全教室の開催等により、安全運転意識の向上を図る。

1-3　人権尊重・男女共
同 審議会等委員への女性登用率 市民協働課 46.0％

（R2 まで）
40.8％

（H27）
50.0%

（R2.4.1） 達成
　全国的にも高い女性登用率となり、目標を達成することができた。今後は、高い女
性登用率をキープしつつ、男女の意見をバランスよくまちづくりに反映させていくよ
う努める。

2　持続可能な都市環
境がブランドにな
るまちを創ります

2-1　環境衛生 1 人 1 日あたりのゴミ排出量 生活環境課 900 ｇ
（R2 まで）

946 ｇ
（Ｈ 27） 977g 未達成

　ライフスタイルの変化や新型コロナウイルス感染症の影響による巣ごもり需要の増
加を受けた結果、ゴミの排出量は増加し、目標の達成には至らなかった。今後も、一
層のごみの排出抑制を促す啓蒙活動を行っていく。

2-2　省エネ・自然エネ 省エネルギーや環境保全に対す
る市民満足度の向上 生活環境課 18.0％

（Ｒ 2）
13.6％

（Ｈ 27）
14.1%

（Ｒ 2） 未達成
　水素プロジェクトの実施や富谷高校の参加のもとサイエンスキャッスルを開催する
などの活動を行ったが、目標達成には至らなかった。今後は、事業への取組と合わせ、
市民への周知が課題となる。

3　健全なまちづくり
に向けてみんなが
協働するまちを創
ります

3-1　住民参加・協働 まちづくりの基本となるルール
の策定 市民協働課 策定済

（Ｒ 2 まで）
未策定

（Ｈ 27） 策定済 達成
　まちづくりに関わる様々な主体が、共にまちづくりに取り組むための具体的な考え方や方
向性を示し、共通理解するためのものとして令和 2 年度に策定。今後は、本ルールのもとに、
これまで以上に多様な人々が活躍し、地域を支える幅広い活動ができるよう支援していく。

3-2　行財政経営

財政健全化判断比率 4 指標の基
準内確保 財政課 基準内維持

（Ｒ 2 まで）
適正基準内
（Ｈ 27）

適正基準内
（R1） 達成 　財政健全化判断比率 4 指標については、健全な財政運営を図り、今後とも適正数値

の維持に努める。

市税収納率 税務課 98.0%
（Ｒ 2 まで）

97.1％
（H27） 98.3% 達成 　計画的な催告の実施、納税者の利便性向上を図ることで、目標を達成することがで

きた。引き続き、収納率向上と収入未済額の縮減に努める。
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4富谷市まちづくりアンケート結果概要
○調査の目的
本調査は、2020 年（令和 2年）度末に終期を迎える「富谷市総合計画・前期基本計画」に基づく各種
施策の推進状況の検証及び、2021 年（令和 3年）度からの新たな 5年間の市政運営の方向性を定める
「同・後期基本計画」の策定に伴い、今後の施策展開に生かしていくことを目的に実施したものである。

○調査の概要

調査名 富谷市まちづくりアンケート調査
～富谷市総合計画・後期基本計画策定に関する住民意向調査～

調査期間 2020 年（令和 2 年）7 月 31 日（金）～ 9 月 4 日（金） 

調査対象者 富谷市内に居住の 18 歳以上の市民（2,000 名を無作為抽出）

回収数（率） 895 票　（44.75%）

○回答者属性

性別では「男性」が 39.8％、「女性」が 59.9％であり、回答者の半数以上を「女性」が占めた。
年齢では「70 歳以上」が 20.8％と最も多く、次に「60 代」(20.2％ )、「40 代」(19.3%) と続いた。

○富谷市の暮らしやすさ

将来居住意向では、「今後も暮らしたい」が 88.0％と大半を占めた。

性別 年齢別

男性
39.8%

女性
59.9％

無回答 0.3% 10代 2.9%無回答 0.3%
20代 6.9%

30代 11.6%

40代
19.3%

50代
17.9%

60代
20.2%

70代以上
20.8%

設問：今後も富谷市で暮らしたいと思いますか？

今後も暮らしたい
 88.0%

暮らしたいとは
思わない
 5.7%

無回答 6.3%
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○今後も富谷市で暮らしたいと思う理由

富谷市で暮らしたいと思う理由では、「買い物や外食、娯楽に便利」が最も多く、次に「住環境が良い」、
「住みなれていて愛着がある」、「自然環境が良い」が続いた。

○富谷市がこれから行う施策で必要なものは？

これから必要な施策では、「仙台市泉中央までの交通利便性の確保」が最も多かった。その他、比較
的必要だと思う割合が多い項目としては、「総合病院などの医療施設の誘致」や「安全・安心な暮ら
しの確保」が挙げられた。

買い物や外食、娯楽に便利

住環境が良い

住み慣れていて愛着がある

自然環境が良い

安全だから

地域での人間関係が良い

学校や仕事、家族の都合

子育てをしやすい

交通の便が良い

医療・福祉サービスが充実している

子どもの教育環境が良い

その他

都市基盤が整っている

公共施設が充実している

無回答

0 50 100 150 200 250 300 350 400

381

375

320

243

144

100

98

72

63

63

44

23

23

15

2

国際姉妹都市・友好都市実現による国際交流促進
大亀山森林公園の利活用の推進

市民協働の推進
その他

自然や人とふれあえる市民農園の整備
無回答

再生可能エネルギーの利活用の推進
障がいのある方が働くことのできる通所施設等の整備

文化会館の整備
感染症対策の推進

公園など憩いの場の整備

「新しい生活様式」を踏まえた、ICT（情報通信技術）や
AI（人工知能）を活用した行政サービスの提供

災害・防災対策の推進
少子化対策（結婚・妊娠・出産・育児の切れ目ない支援）

企業誘致の推進
幹線道路の整備
介護予防の充実

幼児教育や小中学校の教育等の充実
安全・安心な暮らしの確保

総合病院などの医療施設の誘致
仙台市泉中央までの交通利便性の確保

0 100 200 300 400 500 600

591
341

254
153
145
141
140
122
107
95

63
61
52
43
31
28
26
22
21
19
19
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5とみや市政懇談会

6 パブリックコメント

　市の行政運営の状況を皆さんにお知らせし、今後のまちづくりに向けた意見や提案をお聞きする機会と
して、下記のとおり「とみや市政懇談会」を開催しました。

○市出席者
　市長、副市長、教育長、教育次長、各部長（６名）

○開催結果
　新型コロナウイルス感染症拡大を避けるため、規模を縮小して実施しました。

開催日 会場 参加人数

令和 2 年 11 月

15 日（日）
14：00 ～ 15：30 成田公民館 27 人

21 日（土）
14：00 ～ 15：30 富谷中央公民館 7 人

○次第
懇談会当日の次第は、以下のとおりです。
①開会
②開会挨拶（市長）
③出席者・事務局紹介
④後期基本計画の概要説明
⑤意見交換
⑥閉会挨拶（副市長）
⑦閉会

　住民の市政に関する意見等を提出する機会の確保と提供、開かれた市政の推進を図るため、「後期基本
計画（案）」と「第２次富谷市地方創生総合戦略（案）」、「第２次富谷市人口ビジョン（案）」について、
住民の皆様からの意見を募集しました。

○後期基本計画（案）
・実施期間　令和３年２月１０日から３月１日まで
・意見等　　意見はございませんでした。
○第２次富谷市地方創生総合戦略（案）
・実施期間　令和３年２月１０日から３月１日まで
・意見等　　意見はございませんでした。
○第２次富谷市人口ビジョン（案）
・実施期間　令和３年２月１０日から３月１日まで
・意見等　　意見はございませんでした。
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7第２次富谷市地方創生総合戦略【概要版】

富谷市地方創生総合戦略の目的

人口ビジョン

目　的
　まち・ひと・しごと創生法第 10 条の要請に対応するとともに、富谷市として能動的に地方創生に対応し
ていくため、第２次富谷市地方創生総合戦略を策定します。なお、令和３年度からスタートする富谷市総合
計画後期基本計画において、まち・ひと・しごと創生法の趣旨を反映した重点的な施策については、地方創
生総合戦略に位置付けて実施します。

富谷市の人口の将来展望
　2055 年の 60,090 人を頂点に、2060 年の 59,759 人とわずかに減少しますが、引き続き地方創生総合
戦略の取組を展開することで、100年間ひとが増え続ける富谷市を目指します。

【2060年人口６万人確保の算出条件】
・一人の女性が一生に産む子どもの数の平均値である「合計特殊出生率」を、宮城県の人口ビジョンの
目標と同様にしています。具体的には 2030 年まで 1.60、2035 年は国民の希望出生率である
1.80、2040年以降は、人口が安定的に維持される水準である人口置換水準の 2.07 としています。
・移動率は、今後の宅地造成計画を考慮し、社人研が推計した 2020 年から 2060 年までの推計値と
2015年の実績値の平均値である＋1.6％を維持するものとしています。

計画期間と管理体制
　第２次富谷市地方創生総合戦略の計画期間は、富谷市総合計画後期基本計画の期間と合わせることとし、
令和３年度から令和７年度までの５年間とします。進行管理については、基本目標や具体的な施策に数値目
標や重要業績評価指標（KPI）を設定し、これを用いて達成度や事業の進捗状況を適宜、評価・検証を行います。
なお、KPI 等の評価・検証については、「富谷市総合計画審議会」で行い、それを議会に報告し、公表する
こととします。また、「富谷市総合計画審議会」の議論や議会の意見を経て、基本目標や具体的な施策の見
直しや改善を図ります。
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富谷市地方創生総合戦略

地域の魅力を活かした雇用の場の創出
基本目標１

数値目標 新規雇用者数

新規誘致・操業企業数

市の支援による起業・創業の実現

プレミアムスクール受講者数

250人（累計） ①起業・創業支援
②多様な人材の育成
③企業の誘致・操業
④基本目標を達成するための事業

5社（累計）

25社（累計）

50人（延べ）

重要業績
評価指標
(KPI)

項　目 目標値 主な施策

【取組方針】
・富谷市まちづくり産業交流プラザ（TOMI+）を中心に起業家の育成に取り組むとともに、起業後のサポート体制を充実
させます。
・ウィズコロナの時代を見据え、多様な働き方のスタイルを提案します。
・本市の偉人 内ケ崎作三郎氏の著書「人生学」をテーマにしたプレミアムスクールを開講し、本市の発展に寄与する多様
な人材を育成します。

国の基本目標「稼ぐ地域をつくるとともに、安心して働けるようにする」に対応

数値目標 交流人口の増加

富谷宿観光交流ステーション
への年間来場者数

新たな特産品の開発

空き家利活用促進事業を
活用した売買等件数

56,645 人 → 16 万人 ①地域の魅力発信
②とみやシティブランドの発信　
③新たな特産品の開発促進
④移住・定住の受入れ推進
⑤基本目標を達成するための事業

10万人

2品（累計）

1件 → 10 件（累計）

重要業績
評価指標
(KPI)

項　目 目標値 主な施策

【取組方針】
・豊かな自然や魅力ある居住環境・就業環境についての情報を提供するほか、住宅地の整備に取り組み、移住者や定住者
にとっての魅力を高めます。
・新たな観光拠点「富谷宿観光交流ステーション（とみやど）」を中心に、地域の歴史的な資源や文化を活用したコンテン
ツの発信やイベントを行うことで地域の魅力を高め、交流人口の拡大を図ります。
・とみやスイーツ等に代表される「とみやシティブランド」の発信拠点として、スイーツステーションを整備します。
・「とみやシティブランド」の魅力をさらに高めるため、富谷茶の復活に取り組みます。

　国の基本目標「地方とのつながりを築き、地方への新しいひとの流れをつくる」に対応

とみやシティブランドの創出・発信による交流人口の拡大
基本目標 2

まちの未来を育てる環境の充実
基本目標 3

数値目標
子育てに対する市民満足度

学校教育に対する市民満足度

図書館利用登録者数

保育園待機児童数

審議会等委員への女性登用率

45.4％ → 50.0％ ①図書館を核とした複合施設の整備推進
②保育環境の整備
③教育環境の向上
④ワーク・ライフ・バランスの推進
⑤基本目標を達成するための事業

26.4％ → 30.0％

8,100 人 → 15,000 人

0人 → 0 人

50.3％ →50％維持

重要業績
評価指標
(KPI)

項　目 目標値 主な施策

【取組方針】
・子供たちの学びをさらに深めるため、ICT教育環境の充実を図ります。
・富谷市民図書館の整備を推進するとともに、児童屋内遊戯施設、スイーツステーションとの複合施設化についても調
査、研究を進めます。
・「富谷市子どもにやさしいまちづくり宣言」の実現に向けて、日本型子どもにやさしいまち(CFC)の実践に取り組みます。
・子育てしやすい環境づくりのために、保育サービスの充実に努めます。
・誰もが活躍できる男女共同参画社会の実現に向けて、政策・方針決定過程への女性参画を促進し、ワーク・ライフ・バラ
ンスを推進します。

　国の基本目標「結婚・出産・子育ての希望をかなえる」に対応

　国の基本目標「ひとが集う、安心して暮らすことができる魅力的な地域をつくる」に対応

数値目標 市民の定住意向の割合

市民バス年間利用者数

デマンド型交通年間利用者数

認知症学びの講座受講者数

ゆとりすとクラブ・サロンの
開催箇所数

市民協働による公共インフラ
維持管理団体数

省エネ・環境保全の市民満足度

88.0％ → 90.0％ ①都市交通施策の推進
②（仮称）やすらぎパークとみやの整備
③高齢者福祉の充実や共に支え合う
　地域づくりの推進
④市民協働による公共インフラの
　維持管理の推進
⑤脱炭素社会に向けた取組の推進
⑥基本目標を達成するための事業

88,247 人→92,000 人

1,000 人

2,462 人 → 4,500 人（累計）

22か所 → 26 か所

3団体 → 15 団体

14.1％ →20.0％

重要業績
評価指標
(KPI)

項　目 目標値 主な施策

【取組方針】
・「都市・地域総合交通戦略(基本計画)」に掲げる各種施策の展開を進め、交通関連事業とまちづくりが連携した、総合的
かつ戦略的な都市交通施策の推進を目指します。
・生涯安心して元気に過ごすことができる住環境整備の一環として、公営墓地とパークゴルフ場が一体となった「（仮称）
やすらぎパークとみや」の整備を推進します。
・高齢者福祉の充実や共に支え合う地域づくりを推進します。
・脱炭素社会実現に向け、地球環境の貢献につながる取組を推進します。

すべての世代が安心して暮らすことができる魅力的なまちの創造
基本目標 4
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富谷市地方創生総合戦略

地域の魅力を活かした雇用の場の創出
基本目標１

数値目標 新規雇用者数

新規誘致・操業企業数

市の支援による起業・創業の実現

プレミアムスクール受講者数

250人（累計） ①起業・創業支援
②多様な人材の育成
③企業の誘致・操業
④基本目標を達成するための事業

5社（累計）

25社（累計）

50人（延べ）

重要業績
評価指標
(KPI)

項　目 目標値 主な施策

【取組方針】
・富谷市まちづくり産業交流プラザ（TOMI+）を中心に起業家の育成に取り組むとともに、起業後のサポート体制を充実
させます。
・ウィズコロナの時代を見据え、多様な働き方のスタイルを提案します。
・本市の偉人 内ケ崎作三郎氏の著書「人生学」をテーマにしたプレミアムスクールを開講し、本市の発展に寄与する多様
な人材を育成します。

国の基本目標「稼ぐ地域をつくるとともに、安心して働けるようにする」に対応

数値目標 交流人口の増加

富谷宿観光交流ステーション
への年間来場者数

新たな特産品の開発

空き家利活用促進事業を
活用した売買等件数

56,645 人 → 16 万人 ①地域の魅力発信
②とみやシティブランドの発信　
③新たな特産品の開発促進
④移住・定住の受入れ推進
⑤基本目標を達成するための事業

10万人

2品（累計）

1件 → 10 件（累計）

重要業績
評価指標
(KPI)

項　目 目標値 主な施策

【取組方針】
・豊かな自然や魅力ある居住環境・就業環境についての情報を提供するほか、住宅地の整備に取り組み、移住者や定住者
にとっての魅力を高めます。
・新たな観光拠点「富谷宿観光交流ステーション（とみやど）」を中心に、地域の歴史的な資源や文化を活用したコンテン
ツの発信やイベントを行うことで地域の魅力を高め、交流人口の拡大を図ります。
・とみやスイーツ等に代表される「とみやシティブランド」の発信拠点として、スイーツステーションを整備します。
・「とみやシティブランド」の魅力をさらに高めるため、富谷茶の復活に取り組みます。

　国の基本目標「地方とのつながりを築き、地方への新しいひとの流れをつくる」に対応

とみやシティブランドの創出・発信による交流人口の拡大
基本目標 2

まちの未来を育てる環境の充実
基本目標 3

数値目標
子育てに対する市民満足度

学校教育に対する市民満足度

図書館利用登録者数

保育園待機児童数

審議会等委員への女性登用率

45.4％ → 50.0％ ①図書館を核とした複合施設の整備推進
②保育環境の整備
③教育環境の向上
④ワーク・ライフ・バランスの推進
⑤基本目標を達成するための事業

26.4％ → 30.0％

8,100 人 → 15,000 人

0人 → 0 人

50.3％ →50％維持

重要業績
評価指標
(KPI)

項　目 目標値 主な施策

【取組方針】
・子供たちの学びをさらに深めるため、ICT教育環境の充実を図ります。
・富谷市民図書館の整備を推進するとともに、児童屋内遊戯施設、スイーツステーションとの複合施設化についても調
査、研究を進めます。
・「富谷市子どもにやさしいまちづくり宣言」の実現に向けて、日本型子どもにやさしいまち(CFC)の実践に取り組みます。
・子育てしやすい環境づくりのために、保育サービスの充実に努めます。
・誰もが活躍できる男女共同参画社会の実現に向けて、政策・方針決定過程への女性参画を促進し、ワーク・ライフ・バラ
ンスを推進します。

　国の基本目標「結婚・出産・子育ての希望をかなえる」に対応

　国の基本目標「ひとが集う、安心して暮らすことができる魅力的な地域をつくる」に対応

数値目標 市民の定住意向の割合

市民バス年間利用者数

デマンド型交通年間利用者数

認知症学びの講座受講者数

ゆとりすとクラブ・サロンの
開催箇所数

市民協働による公共インフラ
維持管理団体数

省エネ・環境保全の市民満足度

88.0％ → 90.0％ ①都市交通施策の推進
②（仮称）やすらぎパークとみやの整備
③高齢者福祉の充実や共に支え合う
　地域づくりの推進
④市民協働による公共インフラの
　維持管理の推進
⑤脱炭素社会に向けた取組の推進
⑥基本目標を達成するための事業

88,247 人→92,000 人

1,000 人

2,462 人 → 4,500 人（累計）

22か所 → 26 か所

3団体 → 15 団体

14.1％ →20.0％

重要業績
評価指標
(KPI)

項　目 目標値 主な施策

【取組方針】
・「都市・地域総合交通戦略(基本計画)」に掲げる各種施策の展開を進め、交通関連事業とまちづくりが連携した、総合的
かつ戦略的な都市交通施策の推進を目指します。
・生涯安心して元気に過ごすことができる住環境整備の一環として、公営墓地とパークゴルフ場が一体となった「（仮称）
やすらぎパークとみや」の整備を推進します。
・高齢者福祉の充実や共に支え合う地域づくりを推進します。
・脱炭素社会実現に向け、地球環境の貢献につながる取組を推進します。

すべての世代が安心して暮らすことができる魅力的なまちの創造
基本目標 4
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